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10
月
26
・
27
日
と
親
善
都
市
で
あ
る
福
岡
県
芦
屋
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
古

く
か
ら
茶
の
湯
の
世
界
で
「
西
の
芦
屋
釜
、
東
の
天
明
釜
」
と
並
び
称
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も
た
ち
の
交
流
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、
伝
統
工

芸
で
あ
る
鋳
物
や
茶
の
湯
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
と
伝
統
を
再
認
識
し
よ

う
と
、
昨
年
か
ら
成
人
を
対
象
と
し
た
文
化
交
流
事
業
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
も

こ
う
し
た
文
化
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
月
７
日
で
新
庁
舎
が
全
面
開
庁
し
１
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
１
年
で

多
く
の
皆
さ
ん
が
庁
舎
に
足
を
運
ば
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
庁
舎
の
周
辺
に
お
い
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

１
つ
と
し
て
、
先
月
13
日
に
は
、
新
庁
舎
東
の
駅
前
通
り
を
発
着
点
と
し
て
佐
野

市
民
駅
伝
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
ち
な
か
で
の
駅
伝
の
復
活
は
私
の
念
願
で
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
各
支
部
の
選
手
が
ま
ち
な
か
を
疾
走
す
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で

き
大
変
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
警
察
署
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

駅
伝
と
言
え
ば
、
先
月
３
日
に
全
国
高
校
駅
伝
競
走
大
会
県
予
選
が
本
市
で
行

わ
れ
、
佐
野
日
大
高
校
が
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
日

に
は
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
県
予
選
が
行
わ
れ
、
こ
ち
ら
も
佐
野
日

大
高
校
が
勝
利
し
全
国
に
駒
を
進
め
ま
し
た
。
高
校
駅
伝
は
今
月
25
日
に
京
都
で
、

高
校
サ
ッ
カ
ー
は
30
日
か
ら
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
佐
野
日
大
高
校
に
は
ぜ
ひ

県
の
代
表
と
し
て
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
地
元
校

へ
大
き
な
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
ま
す
。
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早
い
よ
う

で
す
。
皆
さ
ん
、
体
調
に
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

有
ありとめ

留 隆
りゅうせい

世 さん

●犬伏東小学校６年

　ぼくの将来の夢は、消防士になることです。

　ぼくにとって、火事の現場で命を救う消防士は、小さいころからスーパーヒーロー

のような存在です。ニュースなどで、自分の命をかけて人々の命を救う消防士の姿

を見ると、消防士へのあこがれの気持ちがより一層強くなります。

　これからも、学校での勉強や運動をがんばって、みんなから頼ってもらえる立派

な消防士になりたいです。そして、一人でも多くの人の命を救いたいです。

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

市
長
か
ら
の

　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ

岡
部
正
英

命を救う消防士

佐野ブランドキャラクター

さのまる

今回の表紙　「まちなかで開催　佐野市民駅伝」　１１月１３日（日）佐野駅前通り　

　体育協会１４支部が参加する佐野市民駅伝が、今年はまちなかを発着点として、県道桐

生岩舟線、東・西の産業道路を走る９区間・約１９．６キロの新コースで実施されました。

　各地域を代表する各年代の選手たちが、精一杯の走りでタスキをつなぎました。

【結果】優勝：赤見支部、準優勝：犬伏支部、第３位：田沼中央支部
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修
繕
す
る
こ
と
を
ハ
ソ
ン
す

る
と
い
う

　

終
戦
に
な
っ
て
も
５
・
６
年
の
間
は
、
食
糧
や
も
の
が
お
び
た
だ
し

く
不
足
し
た
時
代
で
し
た
。
生
活
に
必
要
な
道
具
や
器
具
類
な
ど
を

入
手
す
る
こ
と
は
と
て
も
困
難
で
し
た
。
器
物
や
履は

き
物
な
ど
は
、

使
え
ば
、
必
ず
い
た
ん
だ
り
壊こ

わ

れ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
た
も
の
を
修
繕
す
る
こ
と
を
、
方
言
で
は
ハ
ソ
ン
す
る
と
い

い
ま
し
た
。
鋳い

か
け掛
職
人
が
「
鍋な
べ

や
釜か
ま

な
ど
に
穴
が
あ
い
て
い
た
ら
ハ

ソ
ン
シ
ヤ
ン
ス（
し
ま
す
）
よ
」
と
各
家
を
回
り
ま
し
た
。
か
つ
て
一

般
の
家
庭
で
使
っ
て
い
る
鍋
や
釜
は
、
穴
の
あ
き
や
す
い
ジ
ェ
ラ
ル

ミ
ン
製
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
ま
た
「
ハ
ソ
ン
す
る
雨
傘
が

ア
リ
ャ
ン
ス（
あ
り
ま
す
）か
ぁ
」
と
い
っ
て
く
る
雨
傘
職
人
、「
い
た

ん
で
履は

け
な
い
よ
う
な
革
靴
が
あ
っ
た
ら
ハ
ソ
ン
シ
ヤ
ン
ス
ゼ
ー
」

と
い
っ
て
立
ち
寄
る
靴
職
人
な
ど
も
い
ま
し
た
。
昭
和
の
中
頃
に
な

る
と
「
ハ
ソ
ン
す
る
」
と
い
う
方
言
を
使
う
人
は
め
っ
き
り
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

ハ
ソ
ン
は
「
破
損
」
と
書
き
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
ハ
ソ
ン
す

る
が
、
修
繕
す
る
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
は
昔
の
人
の
着
物
の
洗
濯
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

着
物
を
洗
濯
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
縫ぬ

い
合
わ
せ
た
糸
を
ほ
ぐ
し

ま
す
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
布
を
、
洗
濯
板
で
ご
し
ご
し
と
洗
い
、

そ
の
洗
っ
た
布
に
糊の

り

を
つ
け
、
張
り
板
に
張
り
つ
け
ま
す
。
最
後
に

そ
れ
ら
の
布
を
縫
い
合
わ
せ
る
と
、
元
の
着
物
に
で
き
上
が
り
ま
す
。

ハ
ソ
ン
す
る
こ
と（
着
物
を
ほ
ぐ
す
こ
と
）は
結
局
修
繕
す
る
こ
と
、

繕つ
く
ろ
うう

こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。（
市
民
記
者　

森
下
喜
一
）

「
苦
」
と
し
な
い
介
護

　

前
橋
さ
ん
は
ご
自
分
の
お
母
さ
ん
の
介
護

を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
活
動
に
関
わ
り
始
め

ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
の
介
護
は
、
は
じ
め
は
横
須
賀

か
ら
の
遠
距
離
介
護
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

佐
野
市
に
移
住
し
て
き
て
、
本
格
的
に
介
護

を
す
る
生
活
の
中
で
、
こ
の
「
在
宅
介
護
家

族
の
会
」
を
平
成
11
年
に
立
ち
上
げ
た
そ
う

で
す
。
現
在
124
人
の
会
員
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

前
橋
さ
ん
は
そ
の
実
体
験
を
通
し
「
在
宅

で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ど
う
し
て
も
家

に
閉
じ
こ
も
り
、
悩
み
を
お
ひ
と
り
で
抱
え

が
ち
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
そ
こ
で
「
同
じ

よ
う
な
状
況
に
あ
る
介
護
者
が
、
お
互
い
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
研
修
し
、
悩
み
を
語
り

合
う
場
所
を
つ
く
ろ
う
。
そ
し
て
、
介
護
者

や
そ
の
家
族
が
お
互
い
に
交
流
し
、
介
護
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
家
族
へ
の
援

助
を
図
り
な
が
ら
在
宅
福
祉
の
向
上
を
目
指

そ
う
」
と
い
う
思
い
で
、
会
を
設
立
し
た
そ

う
で
す
。

　

前
橋
さ
ん
自
身
、
実
母
・
義
父
母
、
叔
母

さ
ん
と
４
人
の
介
護
を
体
験
し
、
介
護
を
す

る
に
は
い
か
に
周
囲
の
皆
さ
ん
や
、
親
族
、

在
宅
医
の
協
力
が
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
話

し
ま
す
。
介
護
を
す
る
こ
と
が
「
苦
」
で
は

○プロフィール

佐野市在宅介護家族の会会長

自身の経験を活かし、介護をするうえ

の協力体制の大切さを話す。

な
い
っ
て
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　

現
在
、
前
橋
さ
ん
は
認
知
症
の
人
と
家
族
、

地
域
住
民
、
専
門
職
の
誰
も
が
参
加
で
き
、

集
う
場
所
と
し
て
「
楽ら

ふ風
カ
フ
ェ
」（
オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
）
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
カ
フ
ェ
は
田
沼
町
の
介
護
予
防
拠

点
施
設
い
き
い
き
元
気
館
た
ぬ
ま
で
行
わ
れ

て
お
り
、
次
の
３
つ
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

①
毎
週
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
の

営
業

②
相
談
対
応
、
情
報
提
供
、
専
門
職
へ
つ
な

ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
実
施

③
毎
回
、
日
常
生
活
の
た
め
に
な
る
講
座
や

催
し
を
実
施

　

平
成
28
年
７
月
に
開
設
し
て
以
来
、
す
こ

し
ず
つ
利
用
者
も
増
え
、
お
越
し
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
そ

う
で
す
が
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

さ
い
ご
に
前
橋
さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
に
話

し
て
い
ま
す
。「
介
護
し
て
い
る
人
に
、
常
に

寄
り
添
え
る
人
で
あ
り
た
い
」
と
。

　

介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
人
も
そ
う
で
な
い

方
も
、
ま
ず
は
楽ら

ふ風
カ
フ
ェ
に
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。（
市
民
記
者　

葛
貫
郁
子
）

前橋 美
み な こ

那子 さん
（堀米町）
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佐野市の中心市街地に遊びに来ませんか？
～お越しの際は市営駐車場をご利用ください～

毎週第３土曜日開催「ぱるぽーとマルシェ」
　佐野駅前交流プラザ 「ぱるぽーと」では、毎月第３土曜日におしゃれな朝市『ぱるぽーとマルシェ』を開

催しています。【１２月マルシェ】 ▼日時＝１２月１７日（土）午前９時～午後２時　

※「佐野駅前寄席」を同日午後２時から開催（事前にお申し込みください）

■申込・問合せ＝佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」☎（２７）０００５

続々出店。空き店舗活用にぎわい創出事業
　中心市街地の空き店舗を利用して現在は２８店舗が営業中。雑貨などの小売店や、飲食店など、さまざ

まなお店が出店しています。詳しくは、佐野市または「佐野市まちなか活性化推進協議会」のホームペー

ジをご覧ください（http://www.city.sano.lg.jp/sano-machinaka/）。■問合せ＝都市計画課☎（２０）３１００

さのまるの情報発信基地「さのまるの家」
　市役所南にあるさのまるグッズがいっぱいの「さ

のまるの家」。ファンが集える場所としてイベント

なども行っています。もちろんさのまるも毎週末、

登場しています。

【営業時間】　午前１０時～午後５時

【定休日】　なし（不定休）　

※さのまる出演のスケジュールは、公式ホームペー

ジをご確認ください　http://sanomaru225.com

■問合せ＝さのまるの家☎（２０）３０５５

ご利用ください。中心市街地の駐車場
　佐野駅前に車でお越しの際は、市営万町・高砂町駐車場（２

時間無料）、駅北駐車場（３時間無料）をご利用ください。

　また、市役所南の市民広場駐車場を月曜日～木曜日の午後

５時３０分～午後１０時、金曜日の午後５時３０分～月曜日

の午前８時の間、一般開放しています（開放時間以外は利用

できません）。なお、１２月２８日（水）午後５時３０分～４日

（水）午前８時までは一般開放します。

※市民広場駐車場は、開放時間以外は市役所をご利用する方

の駐車場ですＰ

佐野駅

県道桐生岩舟線

佐野市役所

佐野駅入口

佐野未来館さのまるの家 Ｐ

Ｐ

駅前交流プラザ

「ぱるぽーと」

Ｐ

駅
前
通
り

　市ではさまざまな催しを通し、中心市街地の活性化に取り組んでいます。

　現在、イルミネーションを点灯中！佐野駅前に、ぜひ遊びに来てください。

ＦＡＮＴＡＳＴＩＣ ＩＬＬＵＭＩＮＡＴＩＯＮ ｉｎ ＳＡＮＯ ２０１６　
　夜の佐野駅前がイルミネーションで明るく照らされ、道行く人々

を楽しませてくれます。【点灯期間】２月２８日（火）まで

■問合せ＝佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」☎（２７）０００５
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１２月３日から９日までの期間は「障がい者週間」です

　障がい者週間とは、市民の皆さんに広く障がいのある人の福祉について関心と理解を深めていただき、

障がいのある人が社会、経済、文化などあらゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高めることを目的

としています。

　例えば点字ブロック（視覚障がい者誘導用ブロック）に自転車や物を置かないなど、身近なこと・できる

ことから、障がいのある方にも住みやすいまちづくりを始めましょう。

障害者差別解消法について
　平成２８年４月１日から障害者差別解消法が施行されました。この法律では「不当な差別的取扱い」を

禁止し、「合理的配慮の提供」を求めており、障がいのある人もない人も共に暮らせる社会を目指してい

ます。

○不当な差別的取扱いの禁止とは

　官公庁と事業者が、障がいのある人に対して、正当な理由なく、障がいを理由として差別することを禁

止しています。

○合理的配慮の提供とは

　障がいのある人は、社会の中にある障壁によって生活しづらい場合があります。官公庁や事業者に対し

て、障がいのある人や家族等から、社会の中にある障壁を取り除くために何らかの対応を必要としている

との意思表示があった場合に、負担になり過ぎない範囲で対応することを求めています。（事業者に対し

ては、努力義務となっています。）

※市ホームページの障がい福祉課のページに「障がいのある方を理解するためのガイドブック」を掲載し

ています。

障がい者虐待防止ついて
　障がい者の権利や利益の擁護を目的とした虐待は禁止されています。市では、障がい者の虐待防止に関

する相談に応じています。養護者による虐待・施設従事者等による虐待・使用者による虐待など

　虐待を受けたと思われる障がい者を発見した場合、虐待通報義務があります。

地域生活支援拠点について
　障がい者の高齢化、重度化や「親亡き後」を見据え、障がい児者の地域生活支援をさらに推進する観点

から、障がい児者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう様々な支援を切れ間なく提供できる仕

組みづくりを目的としています。

　市では、国の地域生活支援拠点等整備モデル事業を実施し、国の示す地域生活支援拠点に求められる５

つの機能（相談、緊急時の対応、体験、専門性、地域の体制づくり）に加えて、予防支援の６つの機能の

あり方の方向性を示しました。

相談 ２４時間３６５日相談できる緊急連絡体制が整っている

緊急時の対応 緊急時受入れや対応できる災害時にも対応できる

体験 自宅での生活継続、ひとり暮らしやグループホーム入居の体験ができる

専門性 さまざまな障害に対応できる人材の確保、養成、連携ができる

地域の体制づくり
拠点にはコーディネーターが配置され、緊急時をはじめ、さまざまなニーズに対応で

きるサービスの提供や体制整備を行う

予防支援 早期から地域が連携し、継続した支援を行い、成人期につなげる（二次障がいの予防）

　市内の福祉事業者である社会福祉法人とちのみ会の整備している多機能拠点の施設（平成２９年度予定）

に加え、社会福祉法人ブローニュの森、社会福祉法人愛光園、社会福祉法人佐野市社会福祉協議会などの

各事業所間の連携に加え、医療機関などの他業種との連携も図りながら、地域全体で障がいのある人を支

える仕組みを構築していきます。

■問合せ＝障がい福祉課☎（２０）３０２５・ＦＡＸ（２４）２７０８
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国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

　平成２８年度の一般会計の予算は、９月３０日現在で、４９５億８,６２０万円となっています。一般会計予算の執行状況は、
９月３０日現在で、歳入の収入済額は、２２８億２,３８６万円、予算額に対する収入割合は、４６．０％、歳出の支出済額
は、１７７億３，４１１万円で、予算額に対する支出割合は、３５．８％となっています。
　また、各特別会計、水道事業会計、病院事業会計につきましては記載のとおりとなっています。

■問合せ　財政課☎（２０）３００３

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 ２００億円

市　税

その他

諸収入

市　債

8,942

4,786

17,14210,044

4,004

2,908

（平成２8年度予算額　495億8,620万円）

（単位：百万円）

（平成２8年９月３０日現在）

（単位：百万円）

収　入

支　出

歳 出

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 １８０億円

6,303

16,7945,904

予算額
執行額

7,557

2,194

4,774

4,724

2,356

4,986

973

4,448

1,862
その他

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

項　　目 予算額

16,176 

287 

3,763 

184 

159 

11,109 

52 

1,305 

738 

131 

6,548 

65 

740 

30 

12 

4,615 

0 

395 

0 

43 

支出済額

6,415 

114 

1,393 

61 

64 

4,275 

24 

403 

7 

46 

３８７億５，２４２万円
　　　３，２３７万円
２０８億６，７３２万円
９億５，１２７万円
８，５９５万円

　　　３億９，５７２万円
　　　７億４，７１０万円

８８億７，６２２万円
１２億８，２１９万円

（平成２8年９月３０日現在）
土　　　　　地
建　　　　　物
基　　　　　金
有　価　証　券
出資による権利

６，１２９，７３４㎡
５２９，６３５㎡

１１８億３，８５９万円
１億　 ６０１万円
２２億８，４２４万円

（単位：百万円）

病床数　２５８床（一般病床１５４床、人間ドック１０床、療養病床９４床）現在、一般病床42床休床

区　　分 予算額
991 
991 
144 
243 

執行額
492 
456 
62 
101 

合　計

給　料（市民税、固定資産税等の市税）
パート収入（使用料、手数料など）
インターネット不用品売却費（財産収入）
親からの仕送り（国、県からの補助金や地方交付税など）
住宅リフォームローンの借入金（道路、公共施設を整備する国や銀行からの借入金）
預金の引き出し（基金からの繰入金）
前年からの繰越金（前年度繰越金）

金　額

172万円
42万円
2万円

197万円
64万円
19万円
52万円
548万円

（単位：百万円）

現在給水人口１１８,８０２人、現在給水戸数４８,８９２戸、給水戸数の増加数３３４戸

★一般会計 （単位：百万円、％）

収入済額

歳　　入
市 　 　 　 税
国 県 支 出 金
地 方 交 付 税
市 　 　 　 債
繰 　 越 　 金
諸 　 収 　 入
そ 　 の 　 他

計

決算額
17,243
8,453
7,955
6,431
5,188
3,035
6,473
54,778

構成比
31 .5
15 .5
14 .5
11 .7
9 .5
5 .5
11 .8
100 .0

★特別会計 （単位：百万円）
会　計　名

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
自家用有償バス事業特別会計
介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
後期高齢者医療特別会計
佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計
西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

歳入決算額
16,768
275

3,400
175
173

10,390
65

1,213
447
143

歳出決算額
15,729 
274 

3,205 
160 
173 

10,156 
65 

1,213 
447 
143 

★水道事業会計 （単位：百万円）
区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）
資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入
支出
収入
支出

決算額 
2,418 
2,009 
722 

1,813 

区　　分
収益的収支
（事業運営を目的とした収支）
資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入
支出
収入
支出

決算額 
1,010 
1,009 
143 
247 

★病院事業会計 （単位：百万円）

（単位：百万円、％）
歳　　出

民 　 生 　 費
総 　 務 　 費
公 　 債 　 費
教 　 育 　 費
土 　 木 　 費
衛 　 生 　 費
そ 　 の 　 他

計

決算額
15,628
11,723
5,329
4,453
4,170
3,880
6,835
52,018

構成比
30 .0
22 .5
10 .2
8 .6
8 .0
7 .5
13 .2
100 .0

佐野市の財政を家計にたとえると…

費　　目

合　計

金　額

92万円
93万円
53万円
57万円
100万円
54万円
46万円
16万円
9万円

520万円

費　　目

食　費（人件費）
医療費（扶助費）
ローン返済費（公債費）
子供への仕送り（国民健康保険事業や介護保険事業への繰出金等）
自家用車の購入費（普通建設事業費など投資的経費）
公共料金・生活用品（物件費）
税金、保険料、友人への援助など（補助費、貸付金、その他）
定期預金（積立金）
家のエアコン修繕（維持補修費）

収入－支出
預金残高　基金残高
ローン残高　市債残高

28万円
89万円
410万円

　平成27年度の一般会計決算をわかりやすく知っていただ
くため一般家庭の家計簿に置き換えてみました。
　548億円を548万円として計算しています。（1万分の1）

構成比
（%)

3.6 
6.5 
0.7 
3.8 
6.6 
21.2 
0.0 
78.8 
100.0 
40.1 
1.５ 
0.7 
10.9 
46.8 
100.0 

決  算  額
（千円）

103,387 
186,795 
19,928 
111,210 
191,366 
612,686 

0 
2,281,583 
2,894,269 
1,160,730 
45,129 
19,666 
315,300 

1,353,444 
2,894,269 

都市計画税の使い道について

区　　分

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業
や土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業に充て
られます。
　平成27年度決算の状況は下記のとおりです。

438

0

地　方
交付税

国、県
支出金

9,437

2,509

7,1535,047

1,648

2,797

収入
支出
収入
支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

区　　分 予算額
2,384 
2,146 
691 

1,835 

執行額
1,038 
356 
0 

514 

収入
支出
収入
支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

特別会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

市債現在高

市有財産の状況
水道事業会計予算の執行状況

一般会計予算の執行状況

歳 入

街 路
公 園
下 水 道
そ の 他
市街地開発事業

都市計画事業費　計
土地区画整理事業費
市 債 償 還 額

都 市 計 画 税
国 ・ 県 支 出 金
負 担 金 そ の 他
市 債
一 般 財 源

合　　　計

合　　　計

平成２7年度決算

将来のことを
見通しながら、
上手なやりくりを
心がけています。

一般会計
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計
西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計
水道事業会計
病院事業会計

家族で働いた
収入214万円

佐野市の財政状況佐野市の財政状況
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国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

自家用有償バス事業特別会計

介護保険事業特別会計（保険事業勘定）

介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）

後期高齢者医療特別会計

佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計

西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

　平成２８年度の一般会計の予算は、９月３０日現在で、４９５億８,６２０万円となっています。一般会計予算の執行状況は、
９月３０日現在で、歳入の収入済額は、２２８億２,３８６万円、予算額に対する収入割合は、４６．０％、歳出の支出済額
は、１７７億３，４１１万円で、予算額に対する支出割合は、３５．８％となっています。
　また、各特別会計、水道事業会計、病院事業会計につきましては記載のとおりとなっています。

■問合せ　財政課☎（２０）３００３

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 ２００億円

市　税

その他

諸収入

市　債

8,942

4,786

17,14210,044

4,004

2,908

（平成２8年度予算額　495億8,620万円）

（単位：百万円）

（平成２8年９月３０日現在）

（単位：百万円）

収　入

支　出

歳 出

０ ５０億円 １００億円 １５０億円 １８０億円

6,303

16,7945,904

予算額
執行額

7,557

2,194

4,774

4,724

2,356

4,986

973

4,448

1,862
その他

民生費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

項　　目 予算額

16,176 

287 

3,763 

184 

159 

11,109 

52 

1,305 

738 

131 

6,548 

65 

740 

30 

12 

4,615 

0 

395 

0 

43 

支出済額

6,415 

114 

1,393 

61 

64 

4,275 

24 

403 

7 

46 

３８７億５，２４２万円
　　　３，２３７万円
２０８億６，７３２万円
９億５，１２７万円
８，５９５万円

　　　３億９，５７２万円
　　　７億４，７１０万円

８８億７，６２２万円
１２億８，２１９万円

（平成２8年９月３０日現在）
土　　　　　地
建　　　　　物
基　　　　　金
有　価　証　券
出資による権利

６，１２９，７３４㎡
５２９，６３５㎡

１１８億３，８５９万円
１億　 ６０１万円
２２億８，４２４万円

（単位：百万円）

病床数　２５８床（一般病床１５４床、人間ドック１０床、療養病床９４床）現在、一般病床42床休床

区　　分 予算額
991 
991 
144 
243 

執行額
492 
456 
62 
101 

合　計

給　料（市民税、固定資産税等の市税）
パート収入（使用料、手数料など）
インターネット不用品売却費（財産収入）
親からの仕送り（国、県からの補助金や地方交付税など）
住宅リフォームローンの借入金（道路、公共施設を整備する国や銀行からの借入金）
預金の引き出し（基金からの繰入金）
前年からの繰越金（前年度繰越金）

金　額

172万円
42万円
2万円

197万円
64万円
19万円
52万円
548万円

（単位：百万円）

現在給水人口１１８,８０２人、現在給水戸数４８,８９２戸、給水戸数の増加数３３４戸

★一般会計 （単位：百万円、％）

収入済額

歳　　入
市 　 　 　 税
国 県 支 出 金
地 方 交 付 税
市 　 　 　 債
繰 　 越 　 金
諸 　 収 　 入
そ 　 の 　 他

計

決算額
17,243
8,453
7,955
6,431
5,188
3,035
6,473
54,778

構成比
31 .5
15 .5
14 .5
11 .7
9 .5
5 .5
11 .8
100 .0

★特別会計 （単位：百万円）
会　計　名

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
自家用有償バス事業特別会計
介護保険事業特別会計（保険事業勘定）
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
後期高齢者医療特別会計
佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計
西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計

歳入決算額
16,768
275

3,400
175
173

10,390
65

1,213
447
143

歳出決算額
15,729 
274 

3,205 
160 
173 

10,156 
65 

1,213 
447 
143 

★水道事業会計 （単位：百万円）
区　　分

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）
資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入
支出
収入
支出

決算額 
2,418 
2,009 
722 

1,813 

区　　分
収益的収支
（事業運営を目的とした収支）
資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

収入
支出
収入
支出

決算額 
1,010 
1,009 
143 
247 

★病院事業会計 （単位：百万円）

（単位：百万円、％）
歳　　出

民 　 生 　 費
総 　 務 　 費
公 　 債 　 費
教 　 育 　 費
土 　 木 　 費
衛 　 生 　 費
そ 　 の 　 他

計

決算額
15,628
11,723
5,329
4,453
4,170
3,880
6,835
52,018

構成比
30 .0
22 .5
10 .2
8 .6
8 .0
7 .5
13 .2
100 .0

佐野市の財政を家計にたとえると…

費　　目

合　計

金　額

92万円
93万円
53万円
57万円
100万円
54万円
46万円
16万円
9万円

520万円

費　　目

食　費（人件費）
医療費（扶助費）
ローン返済費（公債費）
子供への仕送り（国民健康保険事業や介護保険事業への繰出金等）
自家用車の購入費（普通建設事業費など投資的経費）
公共料金・生活用品（物件費）
税金、保険料、友人への援助など（補助費、貸付金、その他）
定期預金（積立金）
家のエアコン修繕（維持補修費）

収入－支出
預金残高　基金残高
ローン残高　市債残高

28万円
89万円
410万円

　平成27年度の一般会計決算をわかりやすく知っていただ
くため一般家庭の家計簿に置き換えてみました。
　548億円を548万円として計算しています。（1万分の1）

構成比
（%)

3.6 
6.5 
0.7 
3.8 
6.6 
21.2 
0.0 
78.8 
100.0 
40.1 
1.５ 
0.7 
10.9 
46.8 
100.0 

決  算  額
（千円）

103,387 
186,795 
19,928 
111,210 
191,366 
612,686 

0 
2,281,583 
2,894,269 
1,160,730 
45,129 
19,666 
315,300 

1,353,444 
2,894,269 

都市計画税の使い道について

区　　分

　都市計画税は、都市計画法に基づいて行う都市計画事業
や土地区画整理法に基づいて行う土地区画整理事業に充て
られます。
　平成27年度決算の状況は下記のとおりです。

438

0

地　方
交付税

国、県
支出金

9,437

2,509

7,1535,047

1,648

2,797

収入
支出
収入
支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

区　　分 予算額
2,384 
2,146 
691 

1,835 

執行額
1,038 
356 
0 

514 

収入
支出
収入
支出

収益的収支
（事業運営を目的とした収支）

資本的収支
（施設整備を目的とした収支）

特別会計予算の執行状況 病院事業会計予算の執行状況

市債現在高

市有財産の状況
水道事業会計予算の執行状況

一般会計予算の執行状況

歳 入

街 路
公 園
下 水 道
そ の 他
市街地開発事業

都市計画事業費　計
土地区画整理事業費
市 債 償 還 額

都 市 計 画 税
国 ・ 県 支 出 金
負 担 金 そ の 他
市 債
一 般 財 源

合　　　計

合　　　計

平成２7年度決算

将来のことを
見通しながら、
上手なやりくりを
心がけています。

一般会計
国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）
公共下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
介護保険事業特別会計（介護サービス事業勘定）
佐野田沼インター産業団地造成事業特別会計
西浦・黒袴第二工区産業団地造成事業特別会計
水道事業会計
病院事業会計

家族で働いた
収入214万円

佐野市の財政状況佐野市の財政状況
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　４月１日から翌年の３月３１日までの１年間の

行政活動のうち、福祉活動やごみの収集といった

資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費

（経常行政コスト）と、その行政サービスの対価

として得られた財源（経常収益）を対比させた財

務書類です。

　「経常行政コスト」から

「経常収益」を差し引いた

ものが、「純経常行政コス

ト」となり、市税や地方交

付税といった一般財源など

で賄わなければならないコ

ストを表します。

　貸借対照表の純資産の部の数値が、１年間でど

のように変動したかを表している計算書です。

　純資産の部は今までの世代が負担してきた部分

ですので、１年間

で今までの世代が

負担してきた部分

が増えたのか減っ

たのかがわかるこ

とになります。

　行政活動を資金の流れから見たもので、性質の

異なる３つの区分に分けて表示した財務書類です。

　「経常的収支の部」には、人件費や物件費など

の支出と税収や手数料などの収入が計上されてお

り、日常の行政活動による資金収支の状況が表示

されています。

　「公共資産整備収支の部」には、公共資産の整

備などによる支出とその財源である補助金、借入

金などの収入が計上されており、いわゆる公共事

業に伴う資金の使途と、その財源の状況が表示さ

れます。

　「投資・財務的収支の部」には、出資、貸付、

基金の積み立て、借入金の返済などによる支出と

その財源である補助金、借入金、貸付金元金の回

収などの収入が計上されており、投資活動や借入

金の返済（財務活動）による資金の出入りの状況

が表示されます。

38,701
8,778

11,601

17,890

432

1,208

37,493

経常行政コスト
１．人にかかるコスト
　（人件費、退職給与引当金など）

２．物にかかるコスト
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）

３．移転支出的なコスト
　（社会保障給付、補助金など）

４．その他のコスト
　（市債の利子など）

経常収益
（使用料、手数料、負担金など）

純経常行政コスト

行政コスト計算書 （単位：百万円）

122,254

△37,493

38,198
29,707

8,491

18

40

123,017

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達
　一般財源

　（市税、地方交付税など）

　補助金等受入

　（国・県補助金など）

臨時損益
（災害復旧費、資産売却損益など）

資産評価替・無償受入

期末純資産残高

純資産変動計算書 （単位：百万円）

5,189

10,094
32,128
42,222

△5,000
10,089
5,089

△7,523
9,855
2,332

△2,429

2,760

期首歳計現金残高

１．経常的収支
・人件費、物品購入、社会保障給付などによる支出

・市税、地方交付税、国県補助金などによる収入

２．公共資産整備収支
・公共資産の取得などによる支出

・国県補助金、市債発行などによる収入

３．投資・財務的収支
・市債償還、貸付金、基金積立などによる支出

・貸付金回収、公共資産売却などによる収入

当年度歳計現金増減額

期末歳計現金残高

資金収支計算書 （単位：百万円）

　自治体が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その資産をどのような財源

（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対象表示した一覧表です。

　地方公共団体の決算が、一会計年度の収入、支出の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今まで

に蓄えられた財産の状況や将来に負担しなければならない借入金の状況などを全体的に把握することが

できます。

　平成１８年６月に「行政改革推進法」が成立し、各地方自治体は資産や債務の実態を把握し、適切な

資産・債務管理につなげるとともに、住民への積極的な情報開示をめざした公会計改革に取り組むこと

とされました。

　従来の市の決算情報は現金収支のみについて着目した「現金主義・

単式簿記」で作成されていましたが、公会計改革により民間企業のよ

うに「発生主義・複式簿記」の手法を用いることで、資産・負債等の

ストック情報を把握することができ、今まで以上に多面的な財政分析

が可能となり、今後の財政運営の指針として活用していくことができ

ます。

　本市では総務省より示された総務省方式改訂モデルに従って、財務

書類４表を作成しました。

１．公共資産

　①有形固定資産

　（土地、建物、道路、公園、車両など）

　②売却可能資産

　（行政サービスに利用していない資産で、

　  売り払い可能なもの）

２．投資等

　（出資金、貸付金、基金残高など）

３．流動資産

　（現金、財政調整のための基金など）

資産合計（借方）

152,361

149,822

2,539

11,804

8,576

172,741

１．固定負債

　（債務の返済期限が翌々年度以降のもの）

２．流動負債

　（債務の返済期限が翌年度のもの）

負債合計

純資産合計

（過去および現世代が既に負担して、

   支払が済んでいる資産）

負債および純資産合計（貸方）

44,954

4,770

49,724

123,017

172,741

貸借対照表 （単位：百万円）

市民一人当たり 資　産 １４３万円 負　債  ４１万円 純資産 １０２万円

一般会計及び自家用有償バス事業特別会計の合計です。

 平成２８年３月３１日（平成２７年度末）としています。

 昭和４４年度以降の決算統計の数値を基礎としています。

平成２７年度普通会計の財務書類４表を作成しました

新地方公会計制度 
   による財務書類

普通会計の範囲

作　成　基　準　日

作成基礎データ

財務書類の作成基準

■問合せ　財政課☎（２０）３００３

（平成２８年３月３１日現在）貸借対照表

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）行政コスト計算書

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）純資産変動計算書

（平成27年4月1日～平成28年3月31日）資金収支計算書

お知ら
せ

します
!
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資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費

（経常行政コスト）と、その行政サービスの対価

として得られた財源（経常収益）を対比させた財

務書類です。

　「経常行政コスト」から

「経常収益」を差し引いた

ものが、「純経常行政コス

ト」となり、市税や地方交

付税といった一般財源など

で賄わなければならないコ

ストを表します。

　貸借対照表の純資産の部の数値が、１年間でど

のように変動したかを表している計算書です。

　純資産の部は今までの世代が負担してきた部分

ですので、１年間

で今までの世代が

負担してきた部分

が増えたのか減っ

たのかがわかるこ

とになります。

　行政活動を資金の流れから見たもので、性質の

異なる３つの区分に分けて表示した財務書類です。

　「経常的収支の部」には、人件費や物件費など

の支出と税収や手数料などの収入が計上されてお

り、日常の行政活動による資金収支の状況が表示

されています。

　「公共資産整備収支の部」には、公共資産の整

備などによる支出とその財源である補助金、借入

金などの収入が計上されており、いわゆる公共事

業に伴う資金の使途と、その財源の状況が表示さ

れます。

　「投資・財務的収支の部」には、出資、貸付、

基金の積み立て、借入金の返済などによる支出と

その財源である補助金、借入金、貸付金元金の回

収などの収入が計上されており、投資活動や借入

金の返済（財務活動）による資金の出入りの状況

が表示されます。

38,701
8,778

11,601

17,890

432

1,208

37,493

経常行政コスト
１．人にかかるコスト
　（人件費、退職給与引当金など）

２．物にかかるコスト
　（物品購入、光熱水費、修繕費、減価償却費など）
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４．その他のコスト
　（市債の利子など）
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（使用料、手数料、負担金など）
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122,254

△37,493
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18
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・貸付金回収、公共資産売却などによる収入

当年度歳計現金増減額

期末歳計現金残高

資金収支計算書 （単位：百万円）
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（負債・純資産）で賄ってきたかを総括的に対象表示した一覧表です。

　地方公共団体の決算が、一会計年度の収入、支出の状況を表しているのに対し、貸借対照表は今まで

に蓄えられた財産の状況や将来に負担しなければならない借入金の状況などを全体的に把握することが

できます。

　平成１８年６月に「行政改革推進法」が成立し、各地方自治体は資産や債務の実態を把握し、適切な

資産・債務管理につなげるとともに、住民への積極的な情報開示をめざした公会計改革に取り組むこと

とされました。
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うに「発生主義・複式簿記」の手法を用いることで、資産・負債等の

ストック情報を把握することができ、今まで以上に多面的な財政分析

が可能となり、今後の財政運営の指針として活用していくことができ

ます。

　本市では総務省より示された総務省方式改訂モデルに従って、財務
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　②売却可能資産

　（行政サービスに利用していない資産で、
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　（現金、財政調整のための基金など）
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152,361

149,822

2,539

11,804

8,576

172,741

１．固定負債

　（債務の返済期限が翌々年度以降のもの）
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44,954

4,770
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市民一人当たり 資　産 １４３万円 負　債  ４１万円 純資産 １０２万円
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 平成２８年３月３１日（平成２７年度末）としています。
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財務書類の作成基準
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お知ら
せ

します
!
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佐野市空家等対策計画の策定に関するパブリック・コメントを実施
　市では、空家等対策の推進に関する特別措置法第６条に基づき、問題となっている空家等について、基本

的な取り組みや対策を示した「佐野市空家等対策計画」の策定を進めています。

　この計画をより良いものとするため、パブリック・コメントを実施し、皆さんのご意見を募集します。

（電話による意見の受け付けは行いません。）各閲覧場所に備え付け（市のホームページからダウンロード可）

の意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、空き家対策室へ持参、郵送、ファックス、または、電子メールで

提出してください。

▲

募集期間＝１１月２８日（月）～１２月２８日（水）（必着）

▲

閲覧場所＝空き家対策室（５階）、情報公開窓口（２階）、田沼・葛生の各行政センター、

　　　　　　　※市ホームページからも閲覧できます

▲

閲覧時間＝午前８時３０分～午後５時１５分 ( 土・日曜日、祝日は除く）

▲

意見提出＝閲覧場所に備え付けの意見記入用紙に必要事項を記入のうえ、

　　　　　　直接、郵送、ファックスまたは電子メールで、空き家対策室へ

　　　　　　〒３２７－８５０１（住所不要）空き家対策室　　※電話による意見は受け付けしません

　　　　　　ＦＡＸ（２０）３０３５　akiya@city.sano.lg.jp　 

■

問合せ＝空き家対策室☎（２０）３０２８

秋
の
叙
勲
、
危
険
物
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者

を
ご
紹
介
し
ま
す
（
敬
称
略
）

叙
勲
の
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

栃
木
県
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
長
な
ど
を
歴
任
。

平
成
26
年
に
は
交
通
対
策

本
部
長
表
彰
を
受
賞
。

旭
日
双
光
章
（
交
通
安
全
推
進
）

小
野 

ナ
ツ
（
堀
米
町
）

平
成
元
年
か
ら
茂
呂
山
町

会
の
町
会
長
を
務
め
る
。

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
。

旭
日
単
光
章
（
地
方
自
治
）

片
柳 

義
弘
（
茂
呂
山
町
）

昭
和
41
年
に
佐
野
市
消

防
本
部
に
入
る
。

平
成
20
年
に
佐
野
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
指

令
長
で
退
職
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

茂
呂
　
幾
雄
（
高
山
町
）

昭
和
39
年
栃
木
県
警
に

入
る
。
平
成
18
年
佐
野

警
察
署
田
沼
交
番
で
退

職
。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
）

添
野 

文
雄
（
上
羽
田
町
）

昭
和
41
年
に
佐
野
市
消

防
本
部
に
入
る
。

平
成
20
年
に
佐
野
地
区

広
域
消
防
組
合
消
防
指

令
長
で
退
職
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

町
田
　
文
雄
（
堀
米
町
）
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年末年始のごみ収集業務などのお知らせ

区 分 種類など 年末年始の休業日

ごみの

収集

ステーション収集
燃えるごみ １２月３１日（土）、

１月１日（祝・日）～３日（火）資源ごみ・燃えないごみなど

戸別訪問収集

粗大ごみ・廃家電

（テレビ、エアコン、冷蔵庫・冷凍庫、

洗濯機・衣類乾燥機）

１２月２５日（日）～１月３日（火）

【年内の収集を希望する場合】

１２月２０日（火）までにお申し込

みください

ごみの持ち込み
みかもクリーンセンター（佐野地区）

葛生清掃センター（田沼・葛生地区）

１２月３１日（土）、

１月１日（祝・日）～３日（火）

し尿くみ取り

佐野防疫社☎（６２）２４３６ １２月３０日（金）～１月３日（火）

城 南 興 業☎（２２）１９９９ １２月３０日（金）～１月４日（水）

柳　　　営☎（８５）４１１１ １２月３０日（金）～１月５日（木）

みかもクリーンセンターへのごみの持ち込みについて
　年末年始は大変混み合います（２時間ほどかかることもあります）ので、ごみの持ち込みはなるべくこ

の期間を避けるようお願いします。

　なお、分別が守られていない場合は、受け取りできないことがありますので、「ごみの分け方・出し方」、

「ごみ分別の手引き」などでよく確認して搬入するようお願いします。

ごみ出しは午前８時までに
　年末年始はいつもとは収集時間が異なる場合がありますが、ごみは収集日の当日午前８時までに、決

められたごみステーションに出してください。収集日は「家庭ごみ収集カレンダー」で確認してください。

至　栃木市岩舟町

こちらからは入れません

こちらが入り口となります

▲

年末年始営業日＝１２月２８日（水）～３０日（金）　※３１日（土）は休業

　　　　　　　　　年始は１月４日（水）から

○年末はみかもクリーンセンターへのごみ持ち込みの入口が変更になります

▲

搬入口の変更日＝１２月２８日（水）、２９日（木）、３０日（金）

■

問合せ＝クリーン推進課☎（２２）２６５４・葛生清掃センター☎（８６）４３５１
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健
康
増
進
課
か
ら
の
お
知

ら
せ　

■
申
込
・
問
合
せ
＝
健
康
増
進
課

☎
（２４）
５
７
７
０

●
特
定
健
診
は
１
月
、
が
ん
検
診

は
２
月
ま
で
に
受
け
て
く
だ
さ
い

 

平
成
28
年
度
の
期
限
は
、
特
定

健
診
が
１
月
31
日
ま
で
、
が
ん
検

診
が
2
月
28
日
ま
で
（
医
療
機
関

の
休
診
日
を
除
く
）
で
す
。

　

公
民
館
や
保
健
セ
ン
タ
ー
を
会

場
と
し
た
集
団
健
診
は
、
1
月
ま

で
で
す
。
例
年
１
月
の
日
程
は
早

く
に
満
員
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
計
画
を
立
て
て
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
５
月
に
お
送

り
し
た
健
診
ス
タ
ー
ト
ブ
ッ
ク
、

健
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
乳
幼
児
健
康
診
査

　

１
月
に
健
診
対
象
と
な
る
お
子

さ
ん
に
通
知
を
し
て
い
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て
都
合
が
悪
い
場
合
や

会
場
の
変
更
希
望
な
ど
が
あ
れ
ば

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
口
の
無
料
健
診
・
相
談
会

　

市
内
の
歯
科
医
師
が
あ
な
た
の

お
口
の
お
悩
み
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。
▼
日
時
＝
12
月
15
日

（木）

健
康
福
祉

午
前
９
時
～
正
午　

▼
会
場
＝
市

役
所
市
民
活
動
ス
ペ
ー
ス

■
問
合
せ
＝
佐
野
歯
科
医
師
会

（
担
当
）
☎

（２４）
３
６
６
３

も
し
も
急
病
に
な
っ
た
ら

　

保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
必
ず
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

●
休
日
・
夜
間
緊
急
診
療
所

☎
（２４）
３
３
３
７　

▼
診
療
科
目
＝
内
科
・
小
児
科
・

外
科
（
軽
い
症
状
）

※
外
科
は
休
日
の
診
療
時
間
の
み

▼
診
療
時
間
＝（
平
日
）午
後
７
時

30
分
～
10
時
30
分
、（
休
日
・
12

月
31
日

（土）
～
１
月
３
日

（火）
を
含

む
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30

分
（
正
午
～
午
後
１
時
30
分
は
除

く
）、
午
後
７
時
30
分
～
10
時
30

分　

※
元
日
は
午
前
10
時
か
ら
診

療
し
ま
す
。

●
休
日
歯
科
診
療
所

☎
（２４）
７
５
７
５　

必
ず
事
前
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
▼
診
療
時
間
＝
午
前
９
時

～
正
午
（
日
曜
、
祝
日
の
み
・
年

末
年
始
の
12
月
30
日

（金）
か
ら
１
月

３
日

（火）
を
含
み
ま
す
）

※
12
月
31
日

（土）
は
午
前
９
時
～
午

後
４
時
（
正
午
～
午
後
１
時
は
除

く
）
に
診
療
し
ま
す
。

佐
野
市
民
病
院　

市
民
講
座

●
奇
跡
の
病
院
再
生
～
大
侵
襲
手

術
と
低
侵
襲
手
術
の
狭
間
で
～

　

が
ん
の
手
術
治
療
に
取
り
組
ん

で
い
る
当
院
院
長
が
病
院
再
生
の

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
14
日

（水）
午
後
４
時

～
５
時　

▼
会
場
＝
同
院
Ａ
棟
５

階
研
修
室　

▼
講
師
＝
橋
本
大
定

医
師
（
当
院
院
長
）
■
申
込
＝
地

域
医
療
連
携
室
☎

（６２）
９
０
２
４

納
税
通
知
書
用
封
筒
の
有
料

広
告
を
募
集

▼
募
集
枠
数
・
広
告
掲
載
料
＝

①
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
用

封
筒
２
枠
（
６
万
２
千
通
作
成
・

１
枠
８
万
円
）
、
②
軽
自
動
車
税

用
封
筒
２
枠
（
４
万
７
千
５
百
通

作
成
・
１
枠
６
万
円
）
、
③
市
県

民
税
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
税
用

封
筒
２
枠
（
４
万
８
千
通
作
成
・

１
枠
６
万
円
）

※
作
成
通
数
は
予
定
数
で
す
。
実

際
の
発
送
通
数
と
は
異
な
り
ま
す

▼
広
告
内
容
＝
封
筒
の
裏
面
で
１

枠
縦
60
ミ
リ
×
横
90
ミ
リ
・
１
色

刷
（
佐
野
市
広
告
掲
載
基
準
に
よ

る
も
の
、
電
子
デ
ー
タ
で
提
出
）

▼
申
込
＝
12
月
１
日

（木）
～
22
日

（木）

の
間
に
、
所
定
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
、
市
民
税

課
（
２
階
）へ　

※
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
０
７

（
公
財
）三
好
園
の
奨
学
生
の

募
集

　

次
に
該
当
す
る
方
を
対
象
と
し

た
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
▼
対
象
＝
①
県
内
の
高
等
学

校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の

者
で
、
平
成
29
年
４
月
に
４
年
制

以
上
の
大
学
に
進
学
を
希
望
す
る

方
、
②
学
習
活
動
そ
の
他
の
品
行

が
正
し
く
、
健
康
で
、
将
来
社
会

に
貢
献
し
う
る
有
用
な
人
材
で
あ

る
こ
と
、
③
出
身
高
校
ま
た
は
在

学
校
に
お
け
る
全
学
年
を
通
じ
た

学
習
成
績
評
定
平
均
値
が
、
５
を

満
点
と
し
た
と
き
に
4.0
以
上
で
あ

る
方　

▼
貸
与
金
額
・
期
間
＝
年

額
36
万
円
・
在
学
４
カ
年　

▼
申

込
＝
平
成
29
年
３
月
末
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
同
園
へ

■
問
合
せ
＝
同
園
☎

（６２）
５
４
９
７

http://w
w

w
.sankouen.org

募

集
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

楽しく仲良く熱心に勉強しませんか?
36年の信頼と実績

高校生…英語・数学・物理・化学
中学生…英語・数学・特別補習（5教科）
小学生…英語・佐高付属中受験対策

LSE英語教室　LSE数理教室
☎21-1212（午前9時まで）
080-2126-0948（尾花）

金下教室  24 -1659
富岡教室   23 -6463
三好教室   62 -1847

感謝

入れ歯デンタルクリニック
佐野市植野町2000-1
0283-27-2518

 お蔭様で入れ歯治療のみで
 やらせて頂いております。

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　

指
定
管
理
者
・
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム

（株）（
天
神
町
９
０
３
）、
建

築
住
宅
課（
５
階
）、
田
沼
・
葛
生

行
政
セ
ン
タ
ー
で
12
月
１
日

（木）
か

ら
配
布
す
る「
募
集
の
ご
案
内
」を

必
ず
ご
確
認
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
名
・
間
取
り
＝
高
萩
（
３

Ｄ
Ｋ
）、
堀
米
（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米
山

（
３
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、
奈
良
渕

（
３
Ｄ
Ｋ
）、
米
山
南
（
３
Ｄ
Ｋ
）、

下
田
沼（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）、

吉
水（
３
Ｄ
Ｋ
）、 

西
原
（
２
Ｄ

Ｋ
）、
駅
南
ハ
イ
ツ
（
３
Ｄ
Ｋ
）

▼
家
賃
＝
各
住
宅
そ
れ
ぞ
れ
入
居

さ
れ
る
世
帯
の
収
入
に
よ
り
決
定

▼
申
込
＝
12
月
12
日

（月）
～
22
日

（木）

の
間
に
、
直
接
、
栃
木
セ
キ
ス
イ

ハ
イ
ム

（株）
へ

■
問
合
せ
＝
栃
木
セ
キ
ス
イ
ハ
イ

ム
（株）
☎

（２１）
６
０
０
６

公
立
保
育
園
の
保
育
士

（
臨
時
嘱
託
員
）
募
集

▼
対
象
＝
保
育
士
の
資
格
を
有
す

る
方　

▼
勤
務
開
始
＝
平
成
29
年

４
月
か
ら　

▼
募
集
人
数
＝
若
干

名　

▼
勤
務
時
間
＝
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時
（
時
差
出
勤
あ
り
）

▼
報
酬
＝
日
額
９
千
円
～
１
万
円

（
経
験
年
数
・
担
当
業
務
に
よ
る
）

▼
申
込
＝
12
月
28
日

（水）
ま
で
に
、

履
歴
書
と
写
真（
履
歴
書
と
同
じ

も
の
）
１
枚
を
持
参
し
、
保
育
課

（
２
階
）へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
３
８

み
か
も
・
も
っ
た
い
な
い
市

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
出

店
者
募
集

　

今
回
は
室
内
で
の
開
催
で
「
子

ど
も
用
品
限
定
」
で
す
。

▼
日
時
＝
１
月
29
日

（日）
午
前
10
時

～
午
後
２
時　

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー

▼
募
集
＝
先
着
22
区
画
（
無
料
）

▼
申
込
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
総
合
受
付
、
田
沼
・

葛
生
の
行
政
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す

る
所
定
の
申
込
用
紙
（
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
を
記
入
し
、
12
月
１

日
（木）
～
１
月
17
日

（火）
の
間
に
、
ク

リ
ー
ン
推
進
課
へ

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２３）
８
１
５
３

「
天
明
鋳
物
散
策
・
体
験
ツ

ア
ー
」
参
加
者
募
集　

　

天
明
鋳
物
体
験
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

ト
レ
ー
）
や
ま
ち
な
か
の
鋳
物
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
り
な
が
ら
、
鋳
物
の

足
跡
・
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ

う
。
▼
日
時
＝
１
月
29
日

（日）
午
前

９
時
～
午
後
３
時　

▼
集
合
＝
佐
野
商
工
会
議
所

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
千
円
（
材
料
・
昼
食
代
）

■
申
込
＝
同
会
議
所
☎

（２２）
５
５
１

１　

※
12
月
26
日

（月）
～
１
月
31
日

（火）
ま
で
、
会
議
所
内
で
天
明
鋳
物

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

佐
野
市
医
師
会
附
属
佐
野
准

看
護
学
校
の
生
徒
募
集

▼
試
験
日
＝（
Ⅰ
期
）
１
月
14
日

（土）
、（
Ⅱ
期
）２
月
18
日

（土）

▼
試
験
科
目
＝
一
般
教
養
、
小
論

文
、
面
接

▼
定
員
＝
40
人
▼
費
用
＝
１
万
円

▼
申
込
＝（
Ⅰ
期
）１
月
５
日

（木）
～

12
日

（木）
の
間
、（
Ⅱ
期
）２
月
３
日

（金）
～
16
日

（木）
の
間
に
、
直
接
同
校

（
植
野
町
）へ
（
午
前
９
時
30
分
～

午
後
５
時
）

■
問
合
せ
＝
同
校
☎

（２３）
７
５
３
８

佐
野
共
同
高
等
産
業
技
術
学

校
の
平
成
29
年
度
生
徒
募
集

▼
募
集
学
科
＝
普
通
課
程
（
男
女

共
学
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
学
習
含
む
）
木
造

建
築
科
・
建
築
設
計
科

▼
定
員
＝
各
15
人　

▼
費
用
＝
年
額
６
万
円　

▼
申
込
＝
12
月
６
日

（火）
～
３
月
24

日
（金）
の
間
に
、
入
学
願
書
に
入
学

金
５
千
円
を
添
え
て
、
直
接
学
校

（
大
橋
町
）へ
（
火
～
土
曜
日
午
前

10
時
～
午
後
４
時
の
み
受
付
）

※
詳
し
く
は
同
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
問
合
せ
＝
同
校
☎

（２３）
７
１
０
９

第
３
回
さ
の
新
春
う
ん
め
ぇ

も
ん
ま
つ
り

　

佐
野
ら
ー
め
ん
、
い
も
フ
ラ
イ

な
ど
の
販
売
、
地
元
蔵
元
の
日
本

酒
試
飲
・
販
売
、
甘
酒
・
餅
の
振

る
舞
い
な
ど
、
市
内
の
美
味
し
い

も
の
が
大
集
合
し

ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の

展
示
が
あ
り
ま

す
。

▼
日
時
＝
１
月
８
日

（日）
午
前
９
時

～
午
後
４
時
（
雨
天
決
行
）

▼
会
場
＝
佐
野
商
工
会
議
所
周
辺

■
問
合
せ
＝
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
佐
野
商
工
会
議
所
内
）

☎
（２２）
５
５
１
１

催

物

し
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（
式
典
）
午
後
１
時
～
２
時

小
学
生
標
語
・
作
文
受
賞
者
表
彰

式
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
優
秀
賞

表
彰
式
、
佐
野
東
高
吹
奏
楽
部
の

演
奏
、
宣
言
文
唱
和

（
講
演
会
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

「
♪
歌
と
落
語
で
考
え
る　

多
様

な
生
き
方
、
働
き
方
♪
」
と
題
し

て
、
萩
原
な
つ
子
さ
ん
（
立
教
大

学
教
授
）
と
、
古
今
亭
菊
千
代
さ

ん
（
江
戸
落
語
界
初
の
女
性
真

打
）
が
歌
や
落
語
を
交
え
お
話
し

ま
す
。
※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り　

※
託
児
は
１
歳
以
上
未
就

学
児
ま
で
（
12
月
５
日

（月）
締
切
）

※
標
語
・
作
文
入
賞
作
品
の
展
示
、

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ

の
加
入
団
体
活
動
パ
ネ
ル
展
も
あ

り
ま
す　

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男

女
共
同
参
画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

坂
本
長
利
一
人
芝
居

『
土
佐
源
氏
』

▼
日
時
＝
２
月
７
日

（火）
午
後
６
時

～　

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動

ス
ペ
ー
ス 　

▼
定
員
＝
80
人
（
無

料
・
超
過
の
際
は
抽
選
）

▼
申
込
＝
12
月
31
日

（土）
ま
で
（
当

日
消
印
有
効
）
に
、
104
円
の
往
復

は
が
き
に
参
加
者
全
員
（
１
枚
２

人
ま
で
・
お
ひ
と
り
１
枚
の
み
）

※
１
人
６
枚
ま
で
・
１
歳
以
上
有

料
・
１
歳
未
満
ひ
ざ
上
１
人
無
料

▼
一
般
発
売
開
始
＝
12
月
10
日

（土）

午
前
10
時
～　

※
初
日
は
電
話
予

約
の
み（
座
席
選
択
不
可
）。
窓
口

販
売
は
残
席
が
あ
る
場
合
の
み
、

11
日

（日）
午
前
10
時
よ
り
受
付

■
申
込
＝
同
館
☎

（２４）
７
２
１
１

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

12
月
の
催
し　

　

佐
野
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ま
ち

な
か
活
性
化
ビ
ル
「
佐
野
未
来

館
」）
で
開
催
し
ま
す
。

■
申
込
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
４

○
神
田
愛
山
講
談
噺
の
会　

▼
日
時
・
内
容
＝
12
月
10
日

（土）

①
午
後
２
時
～
「（
三
家
三
勇
士
）

和
田
平
助
鉄
砲
切
り
」

②
午
後
５
時
30
分
～
「（
ご
当
地

講
談
）
鉢
の
木
」

▼
定
員
＝
各
回
先
着
50
人
（
無
料
）

○
く
ぼ
た
ま
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
工
作

教
室　

▼
日
時
＝
12
月
24
日

（土）
①

午
前
10
時
30
分
～
、
②
午
後
２
時

～　

▼
対
象
＝
５
～
10
歳
程
度
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員
＝
各
回
先
着
15
組
（
無
料
）

▼
申
込
開
始
＝
12
月
２
日

消
防
出
初
式
を
実
施
し
ま
す

　

消
防
団
員
689
名
、
車
両
61
台
が

参
加
し
て
壮
大
な
街
頭
行
進
が
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
女
性
防
火
ク
ラ

ブ
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
や
少
年
少

女
消
防
ク
ラ
ブ
が
行
進
す
る
ほ

か
、
佐
野
鳶
工
業
組
合
に
よ
る
梯

子
乗
り
、
青
藍
泰
斗
吹
奏
楽
部
に

よ
る
演
奏
、
消
防
本
部
の
消
防
車

両
行
進
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、

一
部
区
間
が
通
行

止
め
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
15
日

（日）
午
前
11
時

～　

▼
会
場
＝
佐
野
市
役
所
南
側

の
県
道
桐
生
・
岩
舟
線　

▼
全
面
通
行
止
め
＝
ノ
ア
外
語
学

院
前
交
差
点
～
本
町
交
差
点
（
午

前
10
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分
）

■
問
合
せ
＝
消
防
本
部
警
防
課

☎
（２３）
９
９
２
０

男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
の

記
念
イ
ベ
ン
ト

　

佐
野
市
で
は
今
年
６
月
に
男
女

共
同
参
画
都
市
を
宣
言
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

を
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容
＝
12
月
10
日

（土）　

の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
、
文
化
振
興
課
へ

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１ 

文
化
振
興
課　

坂
本
長
利
一
人
芝

居
『
土
佐
源
氏
』
係
（
住
所
不
要
）

※
抽
選
結
果
は
返
信
用
は
が
き
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
４
４

紙
ひ
こ
ー
き
に
よ
る

「
お
は
な
し
会
」

▼
日
時
＝
１
月
20
日

（金）
午
前
１
０

時
30
分
～
▼
会
場
＝
吉
水
保
育
園

▼
対
象
＝
乳
幼
児
の
親
子

▼
費
用
＝
無
料
（
予
約
不
要
）

■
申
込
＝
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
ぴ
よ
ぴ
よ
ル
ー
ム
・
く
ず
う

（
く
ず
う
保
育
園
内
）

☎
（８５）
３
４
５
６

お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

「
ガ
ラ
ピ
コ
ぷ
～
が
や
っ
て

き
た
!!
」

▼
日
時
＝
３
月
19
日

（日）
①
午
後
０

時
30
分
開
演
、
②
３
時
30
分
開
演

※
開
場
は
各
回
開
演
の
30
分
前

▼
会
場
＝
文
化
会
館

▼
出
演
＝
チ
ョ
ロ
ミ
ー
、
ム
ー

ム
ー
、
ガ
ラ
ピ
コ
、
坂
田
お
さ
む
、

つ
の
だ
り
ょ
う
こ　

▼
料
金
＝
全

席
指
定
２
６
０
０
円
（
税
込
）

観光

観光
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

Y.HATORI ARCHITECT'S OFFICE

羽鳥芳之建築設計事務所

あなたが住みたいのは
どんな家ですか？

栃木県小山市駅東通り2-29-20  Tel.0285-21-4570  E-mail: info@y-hatori.jp

http://www.y-hatori.jp
ホームページで数多くの“作品”を掲載しております。

What kind of house is it that you want to live?

市
役
所
の
停
電
作
業

　

12
月
24
日

（土）
に
市
役
所
の
停
電

作
業
を
行
う
た
め
、
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
庁
舎
に

入
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

（
停
電
作
業
終
了
後
、
午
後
７
時

ま
で
は
入
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
代
表
電
話
も
、
繋
が
り

に
く
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
■
問
合
せ
＝
財
産
活
用
課

☎
（２０）
３
０
５
０

自
動
交
付
機
の
停
止

　

12
月
24
日

（土）
は
、
市
役
所
の
停

電
た
め
、
印
鑑
登
録
証
明
書
・
住

民
票
発
行
の
自
動
交
付
機
は
利
用

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
１
月
１
日

（日）
～
３
日

（火）
も
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
※
12
月
29
日

（木）
～
31
日

（土）
は

利
用
で
き
ま
す
（
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
）
■
問
合
せ
＝

市
民
課
☎

（２０）
３
０
１
６

年
末
年
始
の
交
通
規
制

　

交
通
規
制
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
佐
野
厄
よ
け
大
師
周
辺

▼
期
間
＝
12
月
31
日

（土）
午
後
10
時

～
１
月
１
日

（日）
午
後
７
時
30
分
、

２
日

（月）
～
５
日

（木）
の
日
中

○
唐
沢
山
の
一
方
通
行　

▼
期
間
＝
12
月
31
日

（土）
午
後
10
時

～
１
月
３
日

（火）　

※
一
方
通
行

※
上
り
は
富
士
・
奈
良
渕
口
か
ら
、

下
り
は
田
沼
栃
本
口
へ

■
問
合
せ
＝
観
光
立
市
推
進
課

☎
（２７）
３
０
１
１

特
殊
詐
欺
撃
退
器
無
償
貸
し

出
し

　

佐
野
市
防
犯
協
会
で
は
、
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
の
た
め
、
固
定
電

話
用
の
特
殊
詐
欺
撃
退
器
を
無
償

で
貸
し
出
し
ま
す

▼
対
象
＝
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
、
ま
た
は
日
中
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
（
そ
の
他
、
特

に
貸
し
出
し
が
必
要
と
認
め
る
世

帯
）
※
貸
与
期
間
は
１
年
で
す

■
申
込
＝
12
月
１
日

（木）
以
降
、
同

協
会（
危
機
管
理
課
内
）

☎
（２０）
３
０
５
６

行
政
相
談
を
行
い
ま
す　

　

生
活
の
中
の
困
り
ご
と
や
、
国

な
ど
行
政
機
関
へ
の
意
見
や
要
望

な
ど
を
、
行
政
相
談
委
員
が
お
聞

き
し
ま
す
（
無
料
）。

▼
期
間
＝
12
月
20
日

（火）
午
前
11
時

～
午
後
２
時

▼
会
場
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
佐
野
新

都
市
１
階
セ
ン
ト
ラ
ル
コ
ー
ト

■
問
合
せ
＝
総
務
省
栃
木
行
政
評

価
事
務
所

お
知
ら
せ

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０

平
成
28
年
分
所
得
税
な
ど
の

確
定
申
告

　

２
月
16
日

（木）
か
ら
確
定
申
告
会

場
を
開
設
し
ま
す
。
開
設
前
の
相

談
は
混
み
合
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
自
宅
な
ど
で

確
定
申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
佐
野
税
務
署

☎
（２２）
４
３
６
６

国
民
年
金
の
保
険
料
は
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
・
住
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
申
告
の
際
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
証
明
書
ま
た
は

領
収
証
書
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

※
11
月
号
に
掲
載
し
た
年
金
額
に

つ
い
て
表
記
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
正
し
く
は
「
平
成
28
年
度
」

に
な
り
ま
す

政策審議会が市民病院の経営形態

について答申

　市では市民病院について、現在の指

定管理者との協定期間が満了する平成

３０年４月以降の経営形態を「民設民

営」と決定し、政策審議会に諮問しま

した。

　政策審議会では４回にわたり審議を

重ね、市の方針について「おおむね理

解する」との答申をまとめ、１１月

１８日、市長に答申書を提出しました。

　なお、答申の詳しい内容は、市ホー

ムページからご確認ください。

■問合せ＝政策調整課☎（２０）３０００
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障害のある方の、

　　「稼ぐ力」を支援します。

障害のある方の、

　　「稼ぐ力」を支援します。

〒327−0831

栃木県佐野市浅沼町 56 番地１

就労支援センター　風の丘

☎0283–85–8587

毎月、第２第４

金曜日無料相談

　  実施中！

農
業
用
免
税
証
の
交
付
に
つ

い
て　

　

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な

ど
軽
油
を
燃
料
と
す
る
農
業
用
機

械
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
耕
作

面
積
に
応
じ
て
、
軽
油
引
取
税
が

免
税
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

継
続
し
て
免
税
証
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
と
お
り
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
初
め
て
の
方
や
変
更
が

あ
る
方
は
、
安
足
県
税
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間
＝
１
月
11
日

（水）
～
13

日
（金）　
▼
申
請
場
所
＝
安
蘇
庁
舎

▼
必
要
書
類
＝
免
税
軽
油
使
用
者

証
、
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係

る
報
告
書
、
免
税
軽
油
を
購
入
し

た
納
品
書
な
ど（
写
し
可
）、
印
か

ん　

■
問
合
せ
＝
安
足
県
税
事
務

所
☎

（２３）
１
４
５
８

就
学
援
助
制
度

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
就
学
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
小
中
学
生
の
保
護
者
に
対

し
て
、
学
用
品
費
・
給
食
費
・
医

療
費
な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
も

の
で
す
。
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、

就
学
先
の
学
校
や
学
校
教
育
課
に

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

12
月
５
日
（月）
ま
で
で
す

　

支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
個
別
に
申
請
書
を

発
送
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
を
ま

だ
提
出
し
て
い
な
い
方
は
、
受
付

期
限
ま
で
に

ご
提
出
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝

社
会
福
祉
課
（
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
（２０）
３
０
５
２

未
登
記
家
屋
の
名
義
を
変
更

し
た
と
き

　

未
登
記
の
家
屋
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
で
、
平
成
28
年
中
に
相
続
、

贈
与
、
売
買
な
ど
に
よ
り
家
屋
の

名
義
を
変
更
さ
れ
た
場
合
「
家
屋

補
充
課
税
台
帳
登
録
変
更
届
」
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
提
出
が
な
い
場
合
、
前
納
税
義

務
者
に
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
登
記
さ
れ

て
い
る
家
屋
の
名
義
人
変
更
は
、

法
務
局
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

　

届
書
は
資
産
税
課（
２
階
）、
田

沼
・
葛
生
の
各
行
政
セ
ン
タ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き

ま
す
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
０
９

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
７

第
９
回「
失
業
者
村
」も
ち
つ

き
大
会

　

失
業
さ
れ
た
方
も
雇
用
に
不
安

の
あ
る
方
も
炊
き
出
し
に
参
加
し

て
食
事
を
ご
一
緒
に
。
生
活
、
労

働
相
談
も
実
施
し
ま
す（
無
料
）。

▼
日
時
＝
12
月
11
日

（日）
午
前
11
時

～　

▼
会
場
＝
勤
労
者
会
館

■
問
合
せ
＝
佐
野
地
区
労
協

☎
（２２）
２
６
３
３

佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク
媒
介

に
関
す
る
協
定
を
締
結

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
１
月
の

運
用
開
始
に
向
け
、
11
月
８
日
、

市
と
栃
木
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

会
は
「
佐
野
市
空
き
家
バ
ン
ク
媒

介
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
登
録
い
た
だ

い
た
物
件
の

仲
介
を
栃
木

県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会

に
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
市
で
は
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
物
件
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
空
き
家
対
策
室

☎
（２０）
３
０
２
８

親
子
３
世
代
で
同
居
、
近
居

を
す
る
と
補
助
金
が
出
ま
す

　

市
外
か
ら
平
成
28
年
１
月
１
日

以
降
に
、
市
内
へ
転
入
し
た
高
校

生
以
下
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
の

方
を
対
象
に
、
親
世
帯
と
同
居
、

近
居
を
す
る
場
合
、
奨
励
金
と
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

交
付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
■
問
合
せ
＝
空
き
家
対
策

室
☎

（２０）
３
０
２
８

さ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　

12
月
11
日

（日）
に
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
を
発
着
点
と
し
て
、
さ
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
周
辺
の
ほ
か
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
コ
ー
ス
で
は
交
通
規
制
が

あ
り
ま
す
の
で
、
走
路
員
な
ど
の

指
示
に
従
い
通
行
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
ス
タ
ー
ト
午

前
９
時
30
分
～
（
制
限
時
間
５
時

間
30
分
）
■
問
合
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

立
市
推
進
課
☎

（２０）
３
０
４
９
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

『大切に想う心にお応えします』『大切に想う心にお応えします』

栃木県初！
動物葬祭１級ディレクター取得セレモニー
当社は完全個別火葬です

佐野市犬伏上町２２０９

「登録型本人通知制度」　～守ろう！あなたの個人情報～

　登録型本人通知制度は、事前に登録することにより、住民票の写しや戸籍謄本などを第三者に交付した

場合にその交付の事実を登録した本人に通知する制度です。本人通知により、不正請求の早期発見が可能

になることから、不正請求を抑止する効果も期待されます。有効期間は、無制限です。

▲

通知の対象となる証明および登録できる方＝

証明書の種別 登録できる方

住民票の写し（除票含む）

住民票記載事項証明書

佐野市の住民基本台帳に記載されている方

（消除された住民票に記載されている方を含む）

戸籍謄本・抄本（除籍、改製原含む）

戸籍記載事項証明書

戸籍の附票の写し（除籍、改製原含む）

佐野市の戸籍に記載されている方

（除かれた戸籍に記載されている方を含む）

▲

登録に必要なもの＝窓口に来る方の本人確認書類（運転免許証、パスポート、個人番号カードなど）。

　次の方が申請する場合は、上記本人確認書類のほかに、下記のものをご持参ください。

法定代理人（親権者） 法定代理人（後見人） 任意代理人

戸籍謄本（非本籍人） 登記事項証明書 委任状と委任者の本人確認書類（コピー可）

※疾病や他の市町村にお住まいの場合は郵送による登録申請もできます。申請書と一緒に本人確認書類の

コピーを送付してください

▲

通知される内容＝「交付年月日」、「証明書の種別」、「交付通数」、「第三者の種別」の４項目

▲

登録窓口＝市民課、田沼・葛生行政センター、赤見・野上・新合・飛駒の各支所

▲

個人情報の開示＝通知に記載された内容以外の事項は、佐野市個人情報保護条例の規定に基づき、本人か

ら開示請求を行うことができます（開示請求が認められない場合や一部非開示となる場合があります）。

■

問合せ＝市民課☎（２０）３０１６

就
労
に
関
す
る
各
種
相
談
会

　

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
向

け
の
「
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」
と

就
労
に
関
す
る
「
巡
回
相
談
会
」、

ま
た
シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活

動
に
関
す
る
「
ぷ
ら
っ
と
巡
回
相

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

※
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相

談
会
は
雇
用
保
険
受
給
中
の
就
職

活
動
の
実
績
に
な
り
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場
＝
12
月
22
日

（木）
市

役
所
３
階
会
議
室
、
１
月
26
日

（木）

足
利
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
＝
午
前
10
時
30
分
～
正
午

「
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
」、
午
後
１

時
～
４
時
「
巡
回
相
談
会
」・「
ぷ

ら
っ
と
巡
回
相
談
会
」　

▼
申
込
＝
実
施
日
の
前
日
午
後
５

時
ま
で
に
電
話
で
各
市
窓
口
ま
で

（
佐
野
市
）
商
工
・
企
業
誘
致
課

☎
（２０）
３
０
４
０

（
足
利
市
）
商
工
振
興
課

☎
０
２
８
４

（２０）
２
１
５
７

■
問
合
せ
＝

就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー
・
巡
回
相
談

会
は
、
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
６

ぷ
ら
っ
と
巡
回
相
談
会
は
、
と
ち

ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ
ン

タ
ー

☎
０
２
８（
６
２
２
）３
０
１
８
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だ
さ
い

○
市
外
業
者
…
１
月
６
日

（金）
～
31

日
（火）（
必
着
）ま
で
に
、
申
請
書
な

ど
を
書
留
等
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

〒
３
２
７
‐
８
５
０
１ 

（
住
所
不

要
）
契
約
検
査
課
あ
て

※
申
請
書
な
ど
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
０
２
７

薪
材
を
差
し
上
げ
ま
す

　

安
足
土
木
事
務
所
で
は
河
川
の

良
好
な
環
境
を
維
持
す
る
た
め
河

川
内
の
雑
木
を
伐
採
し
ま
す
。

　

伐
採
し
た
木
を
佐
野
市
戸
奈
良

町
（
旗
川
・
飯
田
橋
上
流
付
近
）

の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
集
積
し

ま
す
の
で
、
受
け
取
り
に
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
希
望
者
の
ご
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
安
足
土
木
事
務
所

☎
（２４）
３
１
１
１

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧

　

都
市
計
画
の
変
更
に
あ
た
り

都
市
計
画
の
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

都
市
計
画
の
案
に
意
見
の
あ
る
方

は
市
長
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
都
市
計
画
の
案
＝
足
利
佐
野
都

入
札
希
望
者
は
申
請
が
必
要

で
す

　

平
成
29
・
30
年
度
に
市
が
発

注
す
る
建
設
工
事
・
業
務
委
託
・

物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に
参
加
を

希
望
す
る
業
者
の
方
（
市
と
取
引

き
を
希
望
す
る
方
）
は
、
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
申
請
し
て
あ
る
業

者
の
方
も
、
今
後
、
入
札
参
加
を

希
望
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。

▼
参
加
資
格
＝

○
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
入
札
希
望
者
…
直

前
２
年
間
の
各
営
業
年
度
中
に
完

成
工
事
高
ま
た
は
業
務
実
績
が
あ

る
こ
と
な
ど

○
物
品
納
入
、
業
務
委
託
な
ど
の

入
札
希
望
者
（
市
と
取
引
き
を
希

望
す
る
方
）
…
直
前
２
年
間
の
各

営
業
年
度
中
に
希
望
す
る
業
種
の

売
上
実
績
が
あ
る
こ
と
な
ど

▼
申
請
期
間
＝

○
市
内
・
準
市
内
業
者
（
業
者
名

50
音
順
で
受
け
付
け
）
…
１
月
６

日
（金）
あ
行
、
10
日

（火）
か
行
、
11
日

（水）
さ
行
、
12
日

（木）
た
・
な
行
、
13

日
（金）
は
行
～
わ
行
の
業
者

※
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
な

ど
を
契
約
検
査
課
に
持
参
し
て
く

市
計
画
公
園
の
変
更
（
４
・
３
・

２
０
３
号
高
萩
中
央
公
園
）

▼
対
象
地
域
＝
高
萩
町
の
一
部

▼
縦
覧
・
意
見
書
提
出
期
間
＝

12
月
５
日

（月）
～
19
日

（月）
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
＝
都
市
計
画
課（
５

階
）

■
意
見
書
提
出
先
＝
縦
覧
場
所
に

用
意
し
て
あ
る
所
定
の
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
期
間
内

に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画

課
へ
〒
３
２
７
‐
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）
都
市
計
画
課

■
問
合
せ
＝
同
課
☎

（２０）
３
１
０
０

さ
の
ま
ち
な
か
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

佐
野
の
ま
ち
な
か
活
性
化
に
取

り
組
む
団
体
が
一
堂
に
会
し
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
を
発
表
・
展
示
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
５
日

（月）
～
11
日

（日）

午
前
９
時
～
午
後
７
時

▼
会
場
＝
市
役
所
市
民
活
動
ス

ペ
ー
ス

▼
主
催
＝
さ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■
問
合
せ
＝
佐
野
市
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
☎

（２０）
５
１
６
６

クリケットによるまちづくり　～佐野市国際クリケット場を活用した、新たな人の流れ～

　クリケットは、その競技人口が世界第２位ともいわれるスポーツであり、英国圏の国々を中心に楽しまれ

ています。平成２２年には、市内に日本クリケット協会事務局が佐野市に設置され、これまで多くの国際大

会や国内のリーグ戦が開催されてきました。

　そうした中、市では平成２８年４月に旧田沼高校を「佐野市国際クリケット場」に改め、クリケットを目

的とした本市への誘客を増やす「ツーリズム」に力を入れています。このこともあり、クリケットを楽しむ

在日インド人の方々や大学関係者など新たな来訪者が増え、首都圏などから今年４月以降１０月末までに、

延べ４千人を超える方々が佐野市を訪れています。

　１１月には、男子クリケットの大会「２０１６年・男子東アジアカップ」

が日本・韓国・中国・香港の４か国の代表チームが参加し行われ、この

大会の最終日には「英国祭」が同時開催されるとともに、文化・スポー

ツの交流が図られ、来場者を楽しませました。

　市では今後もクリケットを通したインバウンド施策を進め、国が進め

る地方創生のプロジェクトを最大限活用し、交流人口の増加・地域の活

性化を図っていきます。

■

問合せ＝スポーツ立市推進課☎（２０）３０４９

東アジアカップに出場した選手たち
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

市民みんなでつくる夢のあるまちづくり　

■

問合せ＝市民活動促進課☎（２０）３８１２

　私たちの身近なところで、ＮＰＯやボランティア、地域、企業などが、道路や河川の清掃、高齢者の見守

り、地域の防災、子育て支援、市民意識の啓発など、社会を良くする様々な活動を行っています。

　こうした自発的な活動を市民活動と言います。今後の地域づくりには市民皆さんの協力が必要です。お互

いの市民活動を持ち寄り、協働して住み良いまちを実現していきましょう。

○市民活動への支援　

　市では、市民活動を行う団体に対して、支援を行っています。

　今年度、市民活動参画支援事業として活動している団体を紹介します。

佐野市中途失聴・

難聴者協会

市で初めて「難聴者の為の手話勉強会」開催中。

また、「聞こえの悩みとサポート・補聴器の相談」と

交流を実施。

栃木県シルバー大学

校佐野同窓会

　　　　　　　　　　　　　栃木県シルバー大学校で学んだ知識・経験を活かし、

　　　　　　　　　　　　　市と連携を図りながら、積極的に清掃活動などさま

　　　　　　　　　　　　　ざまな地域活動を実施。

ＮＰＯ教育支援協会

北関東佐野事務局

市内の公民館などを活用し、地域の子どもたちが集ま

り体験的な学びの場を作るための市民指導者「地域教

育サポーター」養成講座を実施。

○市民活動センター「ここねっと」をご利用ください　電話・FAX（２０）５１６６

　本市の市民活動の拠点として、市民活動センター「こ

こねっと」があります。

　市民活動センター「ここねっと」は、市民活動を行

う個人や団体に、研修室や印刷室の貸出、市民活動に

関する相談、講座、イベントの開催などを行っています。

67

消防署消防署

佐野
警察署
佐野
警察署

西中学校西中学校

交番交番

至足利 至小山
佐野
IC

至館林 至古河

総合福祉
センター
総合福祉
センター

東 

北 

自 

動 

車 

道

市民
活動
センター

市民
活動
センター

佐野駅
佐野
市役所
佐野
市役所

佐野東高佐野東高

天明大橋天明大橋
佐野小佐野小

佐野
厄除大師
佐野
厄除大師

さのしさのし

たじまたじま

秋
山
川

菊
沢
川

ミニ
ストップ

ミニ
ストップ

50

東
武
佐
野
線

東
武
佐
野
線

67
至足利

市民活動
センター
市民活動
センター

交番交番

西中学校西中学校

保健センター保健センター南部学校
給食センター
南部学校
給食センター

PP

郷土博物館郷土博物館

総合福祉
センター
総合福祉
センター

周辺拡大図周辺拡大図

所在地 大橋町３２１１番地５　

ホームページ http://www.kokonet-sano.jp/

開館時間
火曜日～土曜日午前９時～午後９時、
日曜日・祝日午前９時～午後６時

休館日 毎週月曜日、１２月２９日～１月３日
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消費生活センターからのお知らせクリーン推進課からのお知らせ
　　
「架空請求」の詐欺にご注意ください。

携帯電話やパソコンなどへ、サイト利用料などを名

目に「連絡がない場合は法的措置をとる」「支払わな

ければ調査をし、裁判をする」といったものが届い

たことはありませんか。これは「架空請求」です。

・見知らぬメールが届いても安易に開かない。

・身に覚えがない請求には応じない。

・相手にメールをしない、電話をかけない。

などの対応で用心しましょう。

■問合せ＝消費生活センター☎（２０）３０１５　

※平日午前９時～午後４時

　消費者ホットライン　☎局番無し１８８	

※土曜日午前９時～午後５時、

　日曜日・祝日午前１０時～午後４時

○年末は２８日（水）まで、年始は４日（水）から

高齢や障がいなどで、ごみ出しが困難な世帯に対し「ふ

れあい収集」を実施しています

家庭ごみを自分でごみステーションに出せない世帯

（６５歳以上で要介護１以上の認定を受けている、ま

たは障がい１級 ・２級の障害者手帳をお持ちで、親

族や近隣の方などの協力が得られない単身または世

帯）を対象に、職員が自宅へ訪問し、ごみを収集す

るとともに安否確認を行う「ふれあい収集」を実施

しています。

申請方法など詳細については、ク

リーン推進課へお気軽にお問い合

わせください。

■問合せ＝クリーン推進課

　　　　　☎（２３）８１５３

12
月
４
日
か
ら
10
日
は

人
権
週
間
で
す

　

12
月
10
日
は
「
世
界
人
権
宣
言
」

の
採
択
（
１
９
４
８
年
12
月
10
日
）

を
記
念
し
て
、「
人
権
デ
ー
」と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
日
本
で
は
12

月
４
日
か
ら
10
日
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、「
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権

の
世
紀
～
考
え
よ
う　

相
手
の
気

持
ち　

未
来
へ
つ
な
げ
よ
う　

違

い
を
認
め
合
う
心
」
を
重
点
目
標

と
し
て
、
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

人
権
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
命

の
尊
さ
を
知
り
、「
共
に
生
き
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
☎

（６１）
１
１
４
０

と
ち
ぎ
就
職
支
援
合
同
面
接

会▼
日
時
＝
２
月
２
日

（木）
・
３
日

（金）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場
＝
県
庁
東
館
４
階
講
堂

▼
参
加
企
業
＝
１
日
25
社
・
計
50

社
（
予
定
）

▼
対
象
＝

２
日
…
平
成
29
年
３
月
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
卒
業
予

佐
野
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
２
０
１
６
の
有
効
期
限

　

商
品
券
の
有
効
期
限
は
12
月
31

日
（土）
で
す
。
お
手
持
ち
の
商
品
券

は
、
お
早
め
に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
＝
佐
野
商
工
会
議
所

☎
（２２）
５
５
１
１

年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動

　

12
月
11
日

（日）
～
31
日

（土）
ま
で
の

21
日
間
、
年
末
の
交
通
安
全
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

年
末
は
、
道
路
の
混
雑
な
ど
に

よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
る
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

周
り
に
配
慮
し
、
余
裕
を
も
っ
た

運
転
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
年
末
は
忘
年
会
な
ど
で

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。
飲
酒
運
転
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
運
動
の
統
一
行
動
日

16
日

（金）
「
飲
酒
運
転
根
絶
強
化
の

日
」

22
日

（木）
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
徹
底
の
日
」

■
問
合
せ
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

定
者
お
よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の

未
就
職
者

３
日
…
一
般
求
職
者

■
問
合
せ
＝
栃
木
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

刃
物
と
ぎ

▼
日
時
＝
12
月
14
日

（水）
午
前
９
時

～
午
後
４
時

▼
会
場
＝
大
橋
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ　

※
料
金
な
ど
は
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
田
沼
、
葛
生
の
連

絡
所
で
も
随
時
開
催
中
で
す
。

■
問
合
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

☎
（２３）
７
７
６
５

初
級
ス
ペ
イ
ン
語
講
座

▼
日
時
＝
１
月
19
日
～
３
月
９
日

（
木
曜
日
・
全
８
回
）
午
後
７
時

30
分
～
９
時

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代

別
）

■
申
込
＝
１
月
13
日

（金）
ま
で
に
、

国
際
交
流
協
会
☎

（２４）
４
４
４
７

講

座
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皆さんの生活に関することについてのお知らせです。

ア
リ
ー
ナ
た
ぬ
ま

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

▼
費
用
＝
①
～
⑥
は
全
10
回
５
千

円
。
⑦
は
１
回
500
円
。

▼
申
込
＝
12
月
８
日

（木）
以
降
、
ア

リ
ー
ナ
た
ぬ
ま
☎

（６１）
１
１
５
３

（
月
曜
休
館
）
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
無
料
券
贈
呈
あ
り
。
な
お
、
教

室
に
よ
っ
て
は
休
み
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
申
込
時
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝

①
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）
教
室
①

▼
日
程
＝
１
月
17
日
～
３
月
28
日

（
火
曜
日
）
午
後
７
時
～
８
時

▼
定
員
＝
25
人

②
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
教
室

▼
日
程
＝
１
月
11
日
～
３
月
15
日

（
水
曜
日
）
午
後
２
時
～
３
時

▼
定
員
＝
20
人

③
ヨ
ガ
教
室

▼
日
程
＝
１
月
12
日
～
３
月
23
日

（
木
曜
日
）
午
後
１
時
～
２
時

▼
定
員
＝
25
人

④
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室

▼
日
程
＝
１
月
12
日
～
３
月
23
日

（
木
曜
日
）
午
後
２
時
30
分
～
３

時
30
分　

▼
定
員
＝
25
人

⑤
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ス
ト
レ
ッ
チ
（
骨

盤
体
操
）
教
室
②

▼
日
程
＝
１
月
13
日
～
３
月
17
日

（
金
曜
日
）
午
後
２
時
～
３
時

▼
定
員
＝
25
人

⑥
ス
テ
ッ
プ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

▼
日
程
＝
１
月
13
日
～
３
月
17
日

（
金
曜
日
）
午
後
７
時
30
分
～
８

時
30
分　

▼
定
員
＝
30
人

⑦
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
時
間

▼
日
程
＝
１
月
５
日
～
３
月
16
日

（
木
曜
日
）
午
前
10
時
～
正
午

▼
定
員
＝
32
人

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」

　

田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。
各
講
座
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
①
～
③
、
⑤
は
全
10
回

６
千
円
、
④
は
１
回
500
円
。

▼
申
込
＝
12
月
１
日

（木）
よ
り
、
電

話
で
田
沼
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
☎

（６２）
８
８
８
１

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝　

①
硬
式
テ
ニ
ス（
初
級
）

▼
日
程
＝
１
月
７
日
～
３
月
11
日

（
土
曜
日
・
全
10
回
）
午
前
９
時

～
10
時
30
分
▼
対
象
＝
高
校
生
以

上
▼
定
員
＝
16
人

②
硬
式
テ
ニ
ス（
中
級
）

▼
日
程
＝
１
月
７
日
～
３
月
11
日

（
土
曜
日
・
全
10
回
）
午
前
10
時

40
分
～
午
後
０
時
10
分

▼
対
象
＝
高
校
生
以
上

▼
定
員
＝
10
人

③
硬
式
テ
ニ
ス
（
ジ
ュ
ニ
ア
）

▼
日
程
＝
１
月
７
日
～
３
月
11
日

（
土
曜
日
・
全
10
回
）
午
後
１
時

～
２
時
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生

▼
定
員
＝
16
人

※
佐
野
市
テ
ニ
ス
協
会
と
共
催　

④
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

▼
日
程
＝
１
月
12
日
～
３
月
16
日

（
木
曜
日
）
午
前
10
時
～
11
時
15

分
▼
定
員
＝
20
人

⑤
は
じ
め
て
の
サ
ッ
カ
ー

▼
日
程
＝
１
月
11
日
～
３
月
15
日

（
水
曜
日
）
午
後
６
時
～
７
時
30

分
▼
対
象
＝
小
学
生

▼
定
員
＝
30
人

佐
野
市
中
央
公
民
館

市
民
教
養
講
座

　

12
月
５
日

（月）
以
降
、
費
用
を
添

え
て
、
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
＝
同
館
☎

（２４）
５
７
７
１

●
ミ
ニ
門
松
づ
く
り

▼
日
時
＝
12
月
21
日

（水）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
と
ち
ぎ
花
セ
ン
タ
ー
職

員　

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
費
用
＝
１
対
１
５
０
０
円
（
材

料
費
）

●
羊
毛
フ
ェ
ル
ト
で
つ
く
る
お

し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ

▼
日
時
＝
１
月
11
・
18
日

（水）
、
20

日
（金）
（
全
３
回
）
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▼
講
師
＝
松
島
香
織
さ
ん

▼
定
員
＝
先
着
10
人

▼
費
用
＝
900
円
（
材
料
費
）

楽
し
い
く
ら
し
の
講
座

■
申
込
＝
交
通
生
活
課

☎
（２０）
３
０
１
４

●
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を
作
ろ
う

　

合
成
洗
剤
を
使
用
せ
ず
に
食
器

を
洗
え
る
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を
作

り
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
12
日

（月）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
消
費
者
友
の
会
会
員

▼
定
員
＝
先
着
20
人
程
度

▼
費
用
＝
200
円

●
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
相
続

　

相
続
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
防

止
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
学
ぶ
。
▼
日
時
＝
12
月
22
日

（木）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会
場
＝
城
北
地
区
公
民
館

▼
講
師
＝
鈴
木
利
幸
さ
ん 

（
足
利

公
証
役
場
公
証
人
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
無
料
）

エ
コ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

講
習
会

　

廃
食
用
油
を
利
用
し
て
、
環
境

に
や
さ
し
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り

ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
17
日

（土）
午
前
９
時

30
分
～
正
午

▼
会
場
＝
み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　

▼
費
用
＝
無
料

■
申
込
＝
ク
リ
ー
ン
推
進
課

☎
（２３）
８
１
５
３

県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

技
能
講
習
会

●
３
次
元
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ

▼
日
時
＝
２
月
６
日

（月）
～
８
日

（水）

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
定
員
＝
５
人　

▼
費
用
＝
３
５
２
０
円

●
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
②	

▼
日
時
＝
２
月
８
日

（水）
～
10
日

（金）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
定
員
＝
20
人	

▼
費
用
＝
４
９
５
０
円

※
受
講
料
は
、
栃
木
県
収
入
証
紙

に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

■
申
込
＝
各
講
座
開
催
日
の
10
日

前
ま
で
に
、
同
校
へ

☎
０
２
８
４

（９１）
０
８
０
３
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楽習講師企画講座　

■

申込＝生涯学習課☎（２０）３１０９　※詳細は申込時にご確認ください

講座名 日時 会場 対象 講師 定員 費用

シューズにデコパー
ジュ

１２月１３日(火)午前１０時３０分
～正午

市民活動スペース

‐ 焼田恵美子さん １０人 １，０００円

ブティキルト講座
１２月１３日(火)午後１時３０分～
３時

‐ 山本千恵子さん １０人 １，５００円

ベビーヨガセラピー
１２月１４日(水)午前１０時３０分
～正午

犬伏地区公民館 ※１ 小林彩子さん １０組 無料

美味しい御節料理
１２月１８日(日)午後１時３０分～
５時

城北地区公民館 ‐ 駒形一俊さん １５人 ２，５００円

簡単アロマで脳の
若返り

１２月１９日(月)午前１０時３０分
～１１時３０分

旗川地区公民館 ‐ 齋藤美佳さん １０組 １，０００円

アロマでラジオ体操
ヨガ

１２月２０日(火)午前１０時３０分
～１１時１５分

市民活動スペース ‐ 柏倉美香さん １５人 ５００円

冬休み親子パン教
室

１２月２３日(金)午前１０時～正午 佐野市中央公民館
５歳以上
の親子

三井恵美子さん ８組 １，０００円

はじめての写経 １２月２６日(月)午前１０時～正午 界地区公民館 ‐ 中島清道さん ２０人 ２００円

お正月の生花アレン
ジ

１２月２７日(火)午前１１時～午後
３時 イオンモール佐野新

都市セントラルコー
ト

‐ 渡邉美樹さん ８人 １，０００円

スイーツデコマグ
ネット

１２月２７日(火)午前１１時～午後
４時

‐ 小松君枝さん ３０人 ５００円

講演「元気な町づく
り」

１２月２８日(水)午前１０時～正午 市民活動スペース ‐ 中島清道さん ‐ 無料

キッズ・チアリー
ディング

１２月１８日(日)・２４日（土）午前
１０時３０分～正午

佐野駅前交流プラ
ザぱるぽーと

４歳～小
学４年生

戸叶美恵さん １０人 無料

※１：２ヶ月～ハイハイくらいまでの親子　

簡
単
な
ケ
ー
キ
作
り
講
習
会

「
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作

ろ
う
！
」

▼
日
時
＝
12
月
17
日

（土）
午
後
１
時

～
４
時

▼
会
場
＝
隣
保
館
（
赤
坂
町
）

▼
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
講
師
＝
安
藤
裕
子
さ
ん
（
エ
コ
・

ク
ッ
キ
ン
グ
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）

▼
定
員
＝
先
着
６
組

▼
費
用
＝
500
円（
材
料
費
）

■
申
込
＝
12
月
５
日

（月）
午
前
９
時

以
降
、
隣
保
館
☎

（２２）
７
５
１
３

楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ゲ
ー
ム
実
技
指
導
講
習
会

　

佐
野
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
で
は
、
レ
ク
に
関
す
る
実
技
を

習
得
し
、
地
域
や
学
校
、
児
童
施

設
や
福
祉
施
設
な
ど
で
レ
ク
ゲ
ー

ム
の
指
導
や
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
支
援
で
き
る
よ
う
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
１
月
17
日
～
２
月
14
日

の
毎
週
火
曜
日
（
1
日
２
回
全
10

回
）
午
後
７
時
～
９
時
30
分

▼
会
場
＝
佐
野
市
中
央
公
民
館

▼
定
員
＝
先
着
30
人

▼
費
用
＝
千
円（
全
日
程
分
）　

■
申
込
＝
12
月
26
日
ま
で
に
、
ス

ポ
ー
ツ
立
市
推
進
課

☎
（２０）
３
０
４
９

女
性
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
座

●
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
っ
て
何
？
～
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び
生
き

る
力
を
つ
け
よ
う
～

▼
日
時
＝
１
月
14
日
・
21
日

（土）
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
会
場
＝
パ
レ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
さ
の

▼
講
師
＝
竹
内
久
美
子
さ
ん

（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

精
神
保
健
福
祉
士
）

▼
定
員
＝
先
着
20
人
（
女
性
・
無

料
）　

※
託
児
あ
り
（
６
か
月
以

上
就
学
前
、
１
月
６
日

（金）
締
切
）

■
申
込
＝
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎

（６１）
１
１
４
０

初
心
者
そ
ば
打
ち
講
座

　

年
越
し
そ
ば
を
、
手
打
ち
で
ふ

る
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
回
は

男
性
限
定
で
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
12
月
18
日

（日）
午
前
９
時

30
分
～
午
後
０
時
30
分

▼
会
場
＝
田
沼
中
央
公
民
館

▼
講
師
＝
そ
ば
愛
好
会
会
員

▼
定
員
＝
先
着
12
人

▼
費
用
＝
800
円
（
材
料
費
）

■
申
込
＝
12
月
５
日

（月）
～
14
日

（水）

の
間
に
、
人
権
・
男
女
共
同
参
画

課
☎

（６１）
１
１
４
０



KOUHOU SANO
H28.12

23

伊藤若冲《菜蟲譜》の高精細複製(絹本)

を初公開しています。

▼会期＝１２月１１日（日）まで

▼開館＝午前９時３０分～午後５時

▼観覧料＝一般５１０円ほか

▼休館日＝毎週月曜日、

　１２月１３日（火）～１月６日（金）

（展示替えなど）

○次回の展覧会のご案内　

　１月７日（土）～２月２６日(日)

　新収蔵品展 [前期]

　佐野の文化の地層を読む

　～佐野ゆかりの美術・工芸～

来年の干支は酉 (ト

リ）です。鳥といえ

ば市内では、新生

代第四紀更新世(十

数万年前）の堆積物

から見つかったキ

ジの仲間の化石があ

ります。キジの仲間は後ろ足に蹴

爪（ケヅメ）が発達しています。

１２月１０日より展示します。

▼開館＝午前９時～午後５時

▼入館料＝無料

▼休館日＝毎週月曜日、１２月

２９日（木）～１月３日（火）

県の指定文化財となっている牧歌

舞伎と吉澤人形頭に関する資料

を、６０点ほど展示しています。

▼会期＝１月２９日(日)まで

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、

１２月２９日（木）～１月３日（火）

「東と西の蕪村」開催中

茶の心を大切にした茶碗には、

どこか斬新さやしゃれたポイン

トが、あるものにはさりげなく、

あるものには意表をつく模様と

して、またあるものには誇らし

げな点として現れています。

田村の新機軸をもって制作された茶乃湯と暮らしの

器の世界をお楽しみください。

▼会期＝１２月２日（金）～３月１２日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時 ▼入館料＝無料　

▼休館＝１２月３０日（金）～１月１日（祝・日）

■人間国宝田村耕一陶芸館　☎（２２）０３１１
（まちなか活性化ビル「佐野未来館」１階）

■葛生化石館☎（８６）３３３２

「田村耕一　茶乃湯の器と暮らしの器展」

収蔵資料展「くらしのうつり
かわり～古い道具と昔のく
らし～」

民具を中心に展示し

ます。

※博物館では、１月

から２月にかけて市

内全小学校の３年生

が来館し、民具学習

を行っています。

▼会期＝

　１月４日（水）～２月１９日（日）

▼開館＝午前９時～午後５時　

▼入館料＝無料　

▼休館日＝毎週月曜日、

１２月２９日（木）～１月３日（火）

■郷土博物館☎（２２）５１１１

キジの後ろ足

図書館の催し　詳しくは、各館で配布する「図書館だより」をご覧ください。

イベント名 日時 内容 対象など

佐野図書館
☎（２２）１８３３

初笑い！新春映画会
１月７日（土）
午後１時３０分～３時

「あれから４０年！」綾小路きみ
まろ

一般

田沼図書館
☎（６１）１１３６

新春かるた会＆おはな
し会

１月７日（土）
午後２時～３時３０分

絵本の読み聞かせ、かるた会、
ふくわらいなど
※参加者にはプレゼント

幼児～
小学生

葛生図書館
☎（８６）３４１６

図書館福袋
１２月２３日（金）～   
なくなり次第終了

図書館員の選んだ図書２～３冊
入った福袋を貸出します。

大人・児童・
幼児用に各
２０袋

※（年末年始休館のお知らせ）全館　１２月３０日（金）～１月３日（火）

ラジオ

伊藤若冲
《六歌仙》

※１２月１１
日まで公開

椿文水指・椿文茶碗

■吉澤記念美術館☎（８６）２００８

■葛生伝承館☎（８４）３３１１

◆新春プレゼント◆　１月２日（月）から先着１００名様

にポストカードをプレゼントします。

牧歌舞伎と吉澤人形頭展
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子育て教室　

乳幼児のいる子育て中の親子が気軽に集い、相互交

流や子育ての不安・悩みを相談できる場所です。

▼内容＝親子の遊び（手遊びや歌）、工作など

▼日程＝各館午前１０時３０分から

南 毎週月曜日（祝日の場合は休み）

東 毎週木曜日

西

毎週火曜日（０～１歳向け）ハイハイタイム、
毎週金曜日（１～３歳向け）のびのびタイム
○ミニミニクリスマス会　要予約・定員５０人
１２月１６日（金）午前１０時３０分～
○クリスマス会　
１２月２４日（土）午前１０時３０分～

田沼
にこにこタイム毎週月曜日（１２月２６日はお
休み）、ドレミルーム第 2・第 4 水曜日　

児童館情報

愉快なクリスマスコンサート
　植野小学校、佐野高校・同附属中学校・佐野東高

校、青藍泰斗高校、佐野日大高校の吹奏楽部の皆さ

ん、こどもの国職員バンドによるすばらしい演奏会

と賞品が当たるビンゴゲーム大会を行います。

▼日時＝

　１２月２５日（日）午前１０時～午後３時３０分
▼会場＝総合こどもセンタープレイアトリウム

▼費用＝無料（市外の大人は入館料２００円が必要）

こどもの国情報

▼休館日＝第 3 土曜日と翌日の日曜日、国民の祝日、

　１２月２９日～１月３日

■問合せ＝南児童館☎（２３）２５２５

　東児童館☎（２１）１６６８、西児童館☎（２５）２４５２、

　田沼児童館☎（６２）０８７８

▼休館日＝毎週月曜日、

　第２木曜日（祝日の場合はその翌日）

■問合せ＝こどもの国☎（２１）１５１５

　

ぴよぴよルームくずう・たぬま

くずう☎（８５）３４５６　たぬま☎（６２）７０４１

（くずう保育園、たぬま保育園内）

▼利用時間＝月～金曜日　午前１０時～午後４時

　※お弁当を持ってくると１日遊べます

★講座のご案内　午前１０時３０分から

▼日時・会場・内容＝

１３日（火）・たぬま・「保健師の話」

１５日（木）くずう・２０日（火）たぬま「クリスマス会」

※このほか、２２日（木）誕生会も行います

地域子育て支援センター情報地域子育て支援センター情報

次の施設でも、地域子育て支援センターを開設しています。

☆風の子保育園☎（２４）２２３５　☆大栗保育園☎（２０）５２５５　☆認定こども園あかみ幼稚園☎（２５）３６０８

☆詳しくは市ホームページ、または直接お問い合わせください　

地域子育て支援まちなかプラザ「ゆめぽけっと」

（佐野駅前交流プラザ「ぱるぽーと」２階）☎（２７）０２２４

▼利用時間＝午前９時～午後５時　

※飲食自由、一時預かり保育も受け付けています

○講習会　１１日（日）１０時３０分～（要予約）

　アップルママの皆さん「ミュージックベルの調べ」

○親子教室「ちょっぴり早めのクリスマス会」（要予約）

　１４日（水）１０時３０分～

○誕生会：２１日（水）１０時３０分～

○看護師相談：１６日（金）９時３０分～正午

教室名など 対象者・対象児など 期日 受付時間など 会場

ママパパ（ファミ

リー）学級

※要予約

初めて妊娠された方とその家族

①妊娠初期の方から

②妊娠中期以降の方から

①１２月１９日（月）午前９時１０分～１１

時４５分まで（受付：

９時～９時１０分）

佐野市保健センター
②１２月１２日（月）

赤ちゃん

ふれあいルーム
１歳未満のお子さんと保護者

１２月１９日（月）午前１０時～

１０時３０分

佐野市保健センター

１２月２１日（水） 田沼保健センター

■申込・問合せ　健康増進課☎（２４）５７７０【子育て情報】　★１２月の予定
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各種相談ガイド　１２月７日（水）～１月１０日（火）
※【予】と記載のある相談は、予約が必要です

相談名 日時 会場 問い合わせ先

育児相談

１２月１４日（水）午前９時～１１時 佐野市保健センター

健康増進課
☎（２４）５７７０

１２月２６日（月）午前９時３０分～１１時 田沼保健センター

【予】こころの健康相談
１２月１３日（火）・１９日（月）心理士
各日午後１時３０分～　

佐野市保健センター

消費生活相談
月～金曜日午前９時～午後４時
※多重債務の相談なども受付中

消費生活センター 
（５階交通生活課内）

消費生活センター
☎（２０）３０１５

市民相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
交通生活課 

（５階）

交通生活課
☎（２０）３０１４

【予】弁護士無料法律相談

１２月１３日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１２月１日（木）午前９時～

万葉の里城山記念館

１２月２０日（火）午後１時３０分～３時３０分
※予約受付は１２月１日（木）午前９時～

田沼中央公民館

合同（困りごと）相談 
※交通事故・消費生活・
行政相談・宅地建物相談
※女性相談は家庭児童相
談室で受け付けます

１２月９日（金）午後１時３０分～４時 総合福祉センター

１２月６日（火）午後１時３０分～４時
※交通事故・宅地建物は行っていません

葛生あくと保健センター

教育相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
教育センター 

（旧吾妻中学校）
教育センター
☎（２０）３０４８

青少年の悩みごと相談 月～金曜日午前８時３０分～午後５時
少年指導センター
☎（２０）３０６１ 少年指導センター

☎（２０）３０６１
青少年に関する巡回相談 １２月１５日（木）午前１０時～午後３時

葛生あくと保健センター
☎（８６）３４１１

児童福祉・女性相談・
母子父子家庭、寡婦の相談

月～金曜日午前８時３０分～午後５時 家庭児童相談室（２階）
家庭児童相談室
☎（２０）３００２

【予】女性の再就職相談会
（託児サービスあり）

１２月１６日（金）午前１０時～正午

男女共同参画推進センター
（パレットプラザさの）
※田沼行政センター２階 人権・男女共同参画課

☎（６１）１１４０

【予】女性のためのカウン
セリング相談

１２月１・１５日、１月５日の木曜日
午前１０時～１１時５０分
※第１木曜日は午後１時１０分～２時も実施

女性相談 １２月２２日（木）午前９時３０分～午後４時

特設困りごと・人権相談
１２月６日（火）午後１時３０分～４時
※受け付けは午後３時まで

文化会館会議室２０３

困りごと・人権相談
１２月１５日（木）午後１時３０分～４時
※受け付けは午後３時まで

田沼行政センター

外国人相談
月～金曜日午前８時３０分～午後５時
※通訳が必要な方は事前にご連絡ください

交通生活課（５階）
交通生活課
☎（２０）３０１４

隣保館定例相談 
（弁護士無料法律相談）

１２月２７日（火）午後１時３０分～３時３０分
※受け付けは午後１時～２時です

隣保館
隣保館
☎（２２）７５１３★そのほか、隣保館では教育・福祉、健康、住宅・年金・納税、就労・人権など

　の相談をお受けします。日程などは、直接お問い合わせください

身体や知的に障がいのある
方の相談支援

月～金曜日午前８時３０分～午後５時３０分
障がい者相談支援セン
ターみどり

障がい者相談支援センター
みどり☎（２４）５７５９

精神に障がいのある方の相
談支援

月～金曜日午前９時～午後６時 相談支援事業所さの
相談支援事業所さの
☎（２１）６８１１

精神保健福祉相談（要予約）
月～金曜日午前８時３０分～（保健師）
１２月１６日（金）午後１時３０分～（精神科医）

安足健康福祉センター
（足利市）

安足健康福祉センター
☎０２８４（４１）５８９５

難病患者さんの相談・支援
など

午前１０時～正午、午後１時～４時
とちぎ難病相談支援セン
ター（宇都宮市）

とちぎ難病相談支援センター
☎０２８（６２３）６１１３
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サッカー元・日本代表２２人が来訪
　１１月 6 日、運動公園陸上競技場で宝くじスポー

ツフェア ｢ドリームサッカーｉｎさの｣ が開催され

ました。

　このイベントは宝くじの社会貢献広報事業として

行われているもので、サッカーの元・日本代表の選

手によるドリームチームと佐野市の選抜チームとの

親善試合や少年サッカーチームへのサッカー教室な

どを通し、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上

に寄与することを目的として開催されたもの。

　この日は、金田喜稔さんやラモス瑠偉さん、福西

崇史さんのほか、現役を退いたばかりの鈴木啓太さ

んなど２２名の元・日本代表選手たちが参加。サッ

カー教室や親善試合でいまも衰えない技術を披露

し、会場に来た約３，５００人の人たちを楽しませ

ました。

　また前日には指導者向けのサッカークリニックを

実施。指導者や子どもたちに楽しく、そして一生懸

命に取り組む大切さを伝えました。

どまんなかフェスタ佐野２０１６
　６日、田沼グリーンスポーツセンターで開催さ

れ、多くの方が会場を訪れました。

　会場内では、グルメや物産販売などのほか、さ

まざまな体験コーナーが設けられたほか、同時開

催として「健康まつり」が開催され、保健師や看護

師、歯科衛生士や栄養士から健康に関するアドバ

イスを聞いていました。

佐野インランドポート安全祈願祭
　１１月７日、佐野田沼インター産業団地内（戸

奈良町）の佐野インランドポート建設地で、建築

請負業者による安全祈願祭が行われました。

　佐野インランドポートは平成２９年秋の供用開

始を目指しており、今後、管理棟など建物の整備

が進められていきます。
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「しっかり食べよう楽しい朝食」で最優秀賞
　健康サポートさので応募した「子どもの料理コンクール」（栃木県

食生活改善推進員協議会・栃木県主催）で、戸奈良小学校６年の磯田

新太さんと同校１年・朱里さんの兄妹が調理した「暑い夏をのり

きるぼくたちの朝ご飯」が選ばれました。

　野菜がたくさん入り、手軽に作れることが評価され、県内の小

学生４６６作品からの最優秀賞です。

　子どもの料理コンクールは、毎年開催されています。ぜひ来年

ご応募ください。

【「暑い夏をのりきるぼくたちの朝ご飯」のメニュー】

なめたけ入りたきこみごはん、

メカジキのカレー風味ムニエル、ネバネバ和え、

野菜たっぷりスープ、ヨーグルト・レーズン添え

■問合せ＝健康増進課☎ (2 ４) ５７７０

　佐野市民大学第 2 回講座として、三代木伸二さん

さ ん（東京大学宇宙線研究所）の「宇宙を見る新しい

窓・重力波」を受講しました。 

　天文学の始まりは今から約４００年前、ガリレオ

が天体望遠鏡を用いて、月や木星の観測を行ったも

のといわれています。 

　その後、今から約１００年前に、アインシュタイ

ンが一般相対性理論で「重力波」を予言しましたが、

これがアインシュタインの最後の宿題となっていま

した。それが２０１５年９月に米国の重力波望遠鏡

ＬＩＧＯ（ライゴ）により、人類史上初の重力波の検

出に成功したことが今年２月に発表されました。

　日本では、今年、ＫＡＧＲＡ（カグラ・大型低温

重力波望遠鏡）が岐阜県・神岡鉱山で試験運用を開

始しました。今後の研究が楽しみですね 。

　佐野市民大学は楽しい講座が行われていますの

で、ぜひ受講してください。（市民記者・佐藤久夫）

　秋山地区で活躍中の地域おこし協力隊員が進

めていた「いもフライ研究会」が、ジャガイモ

の収穫を終え、いも８種・ソース８種の食べ比

べを行いました。

　フェイスブックを通じて集まった皆さんと、

たくさんのいもフライを揚げて、食べてみた結

果、研究会としては「十勝こがね」という品種

のジャガイモに票が集まりました。

　今年の研究会では、いもの植え付けから収穫、

調理まですべてに参加いただいた方が多かった

そうです。探究をやめない研究者たちは、来年

はいもフライの衣に使う「小麦」も育てるそうで、

早くも活動を開始しました。

※活動の様子は、佐野市地域おこし協力隊のフェイ

スブックページをご覧ください

究極のいもフライを探究
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●出生　８３人　●死亡１３０人

●転入３１２人　●転出１８６人

人口の動き（１０月分）

	●人口１２０，６２６人（＋７９） ●世帯５０，５１６戸（＋９５）

　　男　５９，５６０人（＋４９）　　　　　（　）は前月比

　　女　６１，０６６人（＋３０）

人口と世帯数（１１月１日現在）

※住民基本台帳より
　（外国人住民を含む）

石原秀伸・美希さん（田沼町）

羽
う み

望ちゃん

須藤悠介・綾子さん（大橋町）

渉
わたる

ちゃん

逞
たくま

ちゃん

田村秀太・芳子さん（堀米町）

平成２８年６月生旭
あさひ

ちゃん

小曽根雅浩・綾香さん（西浦町）

平成２８年７月生

　
佐野ブランド姫・福士奈央さん

が「とちぎ未来大使」に就任！
　アイドルグループ「ＳＫＥ４８」所属の福士奈

央さん（佐野市出身）が「佐野ブランド姫」に続

き、栃木県の「とちぎ未来大使」に就任しました。

　福士さんは平成２７年２月に市のＰＲ役とし

て「佐野ブランド姫」に就任し、佐野市のＰＲ

に努めていただいていましたが、これにより栃

木県のＰＲ役も担います。

　１０月に開催された宇都宮市内での音楽イベ

ントにおいて就任セレモニーが行われ、栃木県の赤松副知事から委嘱状が交付されました。

　佐野ブランド姫としての活動はもちろん継続。福士さんは「栃木県のことも、佐野市のことも、今まで以

上にＰＲしていきます！」と話していました。福士さんへのますますの応援をよろしくお願いします！

佐野市の魅力をＰＲするポスターが完成！
　市では、シティプロモーションをさらに推進するため、市の魅力

や「おもてなしの心」を表現したポスターを作成しました。

　佐野らーめん店の店員に扮した福士さんが、ポスターを見ている

皆さんへ「佐野らーめん」と「佐野餃子」をお届けするデザインとなっ

ています。お店の奥では、お客としてラーメン店を訪れたさのまる

がポーズを決めています。

　ポスターは市外からの来訪者が多い公共施設や商業施設、ラーメ

ン店などに掲示するほか、イベントや県内外での観光キャラバンで

活用し佐野市をＰＲします。

■問合せ＝都市ブランド推進室☎（２０）３０４７

平成２７年８月生
瑛
えいと

大ちゃん

颯
はやと

人ちゃん

平成２５年８月生

平成２７年７月生


